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嫌いなはずの同僚と秘密の溺甘ライフが始まっちゃいました









［著］望月沙菜

［イラスト］架月七瀬














　もくじ





第一章「偽の婚約者」

第二章「突然ですが同棲同居始めます」

第三章「本物と偽物の境界線って……」

第四章「甘く切ない複雑な思い」

第五章「互いの気持ち」

第六章「あなたとの未来」

第七章「あなたと共に」




















第一章「偽の婚約者」












「う～～ん。ここはやっぱり二の『話を聞く』……でしょう」

　タブレットをタップすると画面がキラキラと明るくなった。

「やった！　この調子でいけばハッピーエンド！」

　私、橘たちばな里奈りなは彼氏いない歴三年の二十六歳。

　好きなタイプは、今一番ハマっている乙女ゲーム『ルームシェア☆恋はいつもドキドキ』の攻略キャラ霧島きりしま蓮斗れんと君。

　ドＳキャラだがたまに見せる甘いセリフとスチル。私はそんな蓮斗に夢中で、只今ゲームの中で絶賛恋愛中なのだ。

　今はリアルの男性よりも私をお姫様扱いしてくれるゲームの中のイケメンとの恋愛に満足している。

　そんな私は輸入雑貨の卸をやっている「ドブジェ」という会社に勤めている。

　主な仕事は商品管理。

　毎日送られてくる発注書を片手に梱包、発送。たまに営業の手伝いも行なっている。

　結局なんでもやってるんだけどね。

　ただ決して大きな会社ではないので自分たちの担当以外の仕事もみんなで協力して取り組んでいる。

　大好きな雑貨に囲まれ働きがいもあり人間関係も良好。

　だが一人だけ苦手な人がいる。

「お世話になっております。ドブジェの吉沢よしざわの携帯でございます」

『……』

「もしもし？」

『え？　この電話番号ってプライベートの番号じゃないの？』

　取引先からの電話かと思えばまただ。

　私は大きく深呼吸をすると斜め前の席に座る吉沢を睨んだ。

「申し訳ございません。ただ今吉沢は席を外しておりまして……」

『え？　この番号って吉沢さんの会社の携帯なの？　……だったらもういいわ』

　ブチッ。

　勝手に逆ギレされた上、電話を切られた。

　耳に残るのはプープーという音。

　私はスマートフォンを置くと、大きくため息を吐いた。

　そして斜め前に座る吉沢を睨みつけた。

「もういい加減にしてよ。今週だけでこの手の電話が四回目よ。頼むからこれ以上仕事にプライベートを持ち込まないでくれる？」






　吉沢一樹かずき二十八歳。うちの会社の営業担当。

　身長百八十センチの長身。動きのある緩やかな髪型にくっきり二重の色気のある目元。

　横から見た時の綺麗な輪郭。

　そしてキスしたくなるような艶のある唇。

　吉沢が入社した途端、取引先が急に増えたのは仕事が出来ることもさることながら超がつくほどのイケメンだからだと私は思っている。

　だが私はこの吉沢が大嫌いだ。

　その理由はズバリ女性関係のだらしなさだ。

　特定の彼女はいないようだが、今のように毎回違う女性から電話がかかってくるのだ。それを受けるのは私。もちろん好きでやっているのではない。

　でもそうせざるを得ない事情があり、一ヶ月ほど前から吉沢の代わりに私が電話対応しているのだ。






　あの日、私は家からかなり離れた行きつけのコーヒーショップでイヤホンをしながらゲームを楽しんでいた。

　イヤホンから聞こえてくるイケ声に口元は緩み、ニヤニヤするのを必死にこらえていたのだが、その様子をたまたま店に来ていた吉沢にしっかりと見られてしまったのだ。

「へ～～『里奈……もう俺から離れるな！』か～。やっぱ主人公を自分の名前にしちゃうタイプなんだ～」

　聞き覚えのある声にハッとした私は咄嗟に片方のイヤホンを外した。

　ゲーム画面から目を上げるとほくそ笑む吉沢が立っていた。

「な、なんで？」

　よりによって何で一番見られたくない相手がここにいるの？　これは神様のいたずらですか？

「いつから……見てたの？」

　思い切り画面を見られた……。恐る恐る尋ねると吉沢の口角が弧を描くように上がった。

「ん？　どうだろう～ここにきたのは三十分前かな？　でも俺の席ここだから見たくなくても見えちゃうんだよね」

　吉沢が指差したのはまさかの通路を挟んだ隣の席だった。

　イヤホンから聞こえる声とゲーム画面に夢中で周りのことなど目にも入っていなかったが我に返り、タブレットの画面を隠すと同時にうなだれた。

　すると吉沢は私の座るテーブル席の向かい側の席にドカっと勢いよく座ると、通りがかった店員に席を変えたことを伝えた。

「でもまさかお前にこんな趣味があったとはね～」

　私を見る吉沢の目が何かを企んでいるように見えて仕方がない。

「別にいいじゃない。誰にも迷惑はかけてないでしょ？」

「確かにそうかもしれないが、社長が知ったらどう思うだろうね」

「え？」

　社長というのはドブジェの社長、橘たちばな昇のぼる。

　何を隠そう私の叔父なのだ。

「『仕事に夢中なのはいいが浮いた話を聞いたことがない』って俺によく愚痴っていたけどまさか二次元にハマってるとは……これじゃあ社長の悩みも解決しないわけだ」

　確かにそうだけど、なんでここで叔父の話が出てくるのよ。

「まさかこのこと叔父に言わないわよね」

　すると吉沢の顔が近づいてきた。

「さてどうかな～」

　脅迫でもするかのような不敵な笑みを浮かべる吉沢の表情が性格の悪さを感じさせていた。

「ちょっとどうするつもりよ」

「そう目くじら立てて怒るなよ。別に社長に告げ口する気は無いよ。でも……ただとは……ね？」

　まさか私を脅迫してお金でも取るつもり？

「いくら欲しいの？」

「え？」

　吉沢は拍子抜けしたように私を見た。

「だからいくら欲しいのって聞いてるの」

　すると吉沢が急に吹き出し、ゲラゲラと笑いだした。

　何がおかしいのかさっぱりわからない。こっちは真剣なんだけど。

「お金なんていらないよ。俺のお願いはとっても簡単なこと」

　そのお願いとやらの詳細はこうだ。

　一回飲んだだけでしつこく連絡先を聞きたがる女性が多いらしく、そういう時、吉沢は仕事用の携帯電話番号を教えているそうなのだが、いざ電話がかかってきた時の対応が結構面倒だったりするので代わりに電話対応をしてほしいとのことだった。

「は？　そんなプライベートなこと自分で処理しなさいよ。そもそも仕事用の携帯電話番号を教えるって方がおかしいのよ」

「仕方ないだろう。しつこく聞いてくるんだから。とにかくお前が出れば相手も引き下がると思うしさ」

「嫌だって言ったら？」

「社長、あなたの姪っ子は普通の男じゃ物足りなくて――」

「わかったわよ。やればいいんでしょ。やれば……」

　叔父の耳に入ったらきっとうちの母の耳にも入り、心配のあまりお見合い話とか持ってきそうだ。実際に昨年、お見合いさせられそうになったしね。

　それにしても顔が良くてそこそこ仕事ができるだけで、人としてはかなりいい加減なこの男にまさか弱みを握られるなんて思いもしなかった。
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「だから、何でそれを私がやらなくちゃいけないんですか？」

　私は吉沢を睨みつけた。

「なんでって……例の件を黙っておいてやる代わりだって」

　斜め前に座る吉沢は平然とパソコンを操作している。

「本当にあり得ない！」

　私はＰＣのエンターキーを力強く叩くとイスから立ち上がり事務所を後にした。

「おーい待てよ～～」

　後ろから呼び止める声が聞こえたが私は無視し、社長室へ向かった。

　そもそもなんで私がこんなことを頼まれなきゃいけないのよ。

　実は今さっき社長からとんでもないメールが届いたのだ。

　取引先の社長が吉沢を気に入ったようで、娘との縁談を社長に持ちかけてきたというのだ。

　もちろん吉沢には結婚する気も見合いをする気もさらさらないから断るつもりでいたが、相手が上得意様だったが故に正当な理由がない限りお断りできないというのだ。

　そこで叔父と吉沢が頭を捻らせ思いついたのが、偽の婚約者を作るという作戦だった。

　そして吉沢の婚約者役として白羽の矢が立ったのが私。

　ただでさえ吉沢のことなんて好きじゃないのになぜ私が偽の婚約者なんて演じなくちゃならないの？

　それでなくても例の電話対応でイライラしてるっていうのに……。

　はっきりいってこれ以上吉沢とはかかわりたくない。

　私はこの怒りを叔父である社長にぶつけようと社長室へと向かった。

　トントンと気持ち強めに社長室の扉をノックする。

「は～い。誰？」

「里奈です」

「お～～里奈か。入っていいぞ」

　社長で叔父の橘は四十五歳のバツイチ。

　姪の私がいうのもなんだが、叔父は見た目も若く、彫の深い顔立ちとスタイルの良さで女性にかなりモテる。

「失礼します」

　怒りをにじませた強い口調で社長室に入ると叔父が身構えたように立っていた。

「どうせあの話で来たんだろ？」

「じゃあ話は早いですね。なんで私なの？　他にもふさわしい人がいるでしょ！　だいたい私が吉沢の事が苦手だってわかっててなんで私に頼むかな」

　叔父は早口でまくしたてる私の話を少々面倒くさそうに聞いている。

「里奈、ちょっと落ち着け。確かに誰でもいいって言うのなら、お前になんか頼まないよ。だが縁談を持ちかけてきた相手がな……」

「誰よ」

　勿体ぶった言い方に返事を急かした。

「あの『rosewood』の社長なんだよ。無碍に断ると仕事にも影響しかねない。だけど里奈を婚約者にすれば俺の姪でもあるから向こうもすんなり引き下がるかなと思ったんだ……別に本当に婚約しろと言ってるわけじゃない」

　なんで人は都合のいい時だけ仕事にプライベートを持ち込むのだろう。

「社長」

　唐突に吉沢がやってきた。

「お～吉沢」

「ちょ、ちょっと何しに来たのよ！　私は――」

　吉沢は私の言葉など無視し叔父の方を向く。

「社長、すみませんが少し里奈さんをお借りしてもよろしいですか？」

　叔父はニヤリと笑うと私の肩をポンポン叩いた。

「ああ。でも今のこいつは気が立っていて一筋縄じゃいかないからな。お前も覚悟しとけよ」

「わかってます」

　吉沢が自信あり気に笑った。

「ちょっと、何がわかってますなの？　私は――」

「ちょうどお昼だから二人で昼飯でも食いながらちゃんと話し合え」

　一緒に昼ごはん?!

　ちゃんと話し合えって……別に私は話す事なんてない。

　私を無視して勝手に話を進めようとする二人を睨みつける。

「もう！　二人で勝手に話を進めないでよ」

　すると叔父は財布を取り出した。

「今日は俺のおごりだ。里奈も吉沢の話をちゃんと聞いてこい」

「……はい」

　私はふて腐れながら返事をした。






　＊






　馴染みの大衆食堂に着くと私たちはそれぞれ定食を頼んだ。

「橘さんのサバの味噌煮定食うまそうだね」

　私はサバの味噌煮を狙う吉沢の箸を回避するように皿を持ち上げる。

　吉沢は箸を持ったまま落胆の表情を浮かべ「ケチ」と言って口を尖らせた。

「何がケチよ。自分の生姜焼き定食を食べなさいよ」

　ムカつくから私はわざと大きな口でサバの味噌煮を口に入れる。

「だって色々食べたいじゃん。同じものばかりは飽きるだろ？」

「そのすぐ飽きちゃうって女の人に対してもでしょ？」

　ここぞとばかりに嫌味を言うが吉沢は気にもせず笑顔を向ける。

「そうくるんだ。俺は橘さんが思うほど軽くないんだけどな～。ところでさ……さっきの件なんだけど引き受けてくれないかな？」

　吉沢のちゃらけた態度から姿勢を正す変わり身の早さに私は身構える。

「私じゃなくたって引き受けてくれそうな女性はたくさんいるでしょ？　その人たちを当たればいいじゃない」

「いや君じゃなきゃダメなんだよ。だって橘さんて……俺の事嫌いでしょ？」

「え？　どういう意味？　わかるように説明してくれない？」

　吉沢はお水を一口飲んでから話し始めた。

「正直いって偽の婚約者なんて誰でもいいんだよ。だけど一番重要なのは後腐れない相手じゃなきゃいけないってこと」

　吉沢が身を乗り出すように顔を近づけ話を続ける。

「問題はこの関係を解消した時なんだ。万が一俺のことを本気で好きになったら後々面倒なことになる。その点橘さんが相手ならそういうことにはならないでしょ？」

　にこにこと笑顔で説明されてもなんだか複雑というか……。

　これって褒められてるの？

　そもそも婚約者のふりをすることになったら、私の貴重なゲーム時間という名の恋愛時間が大幅に削られる可能性がある。

　しかも、それがこんな男のためにだなんて解せない。

「じゃあ聞くけど、吉沢の婚約者のふりをすることで私に何かメリットはあるの？」

「もちろん」

「一体それは何よ」

　すると吉沢がニヤリと笑った。

「橘さんの大好きな乙女ゲームの続編『薄紅の舞Ⅱ』が今度出るよね」

「え？　でるけど……なぜそれを知ってるの？」

　それは幕末を生き抜いたイケメン武士達との恋愛ゲームで、私が乙女ゲームを始めるきっかけにもなったゲームだった。

「なんでだろうね～。で、その限定豪華版パッケージを俺がプレゼントする。もちろん他に希望があればお好きなゲーム――」

「わかりました」

　吉沢の説明が終わる前に返事をしてしまった。

　だって通常盤ではなく限定豪華版だなんてファンにはたまらない。

　実は限定豪華版に限り予約の時点で完売していたのだ。

　私は予約日を勘違いしていたため気が付いた時にはもうアウト。

　だからそれは喉から手が出るほど欲しかったものなのだ。

「でもそんなレアな物、一体いつゲットできたの？　私でも無理だったのに」

　吉沢は口角を上げドヤ顔で「秘密」とだけ答えると生姜焼きを美味しそうに食べた。

　吉沢と婚約者のふりだけすればそれが手に入るのならこんな美味しい話はないと欲のために私はこの話を引き受けてしまった。

　返事を聞いた吉沢は今まで見たこともないほどのとびきりの笑顔で喜んでる。

　私はそんな吉沢の笑顔に不覚にもドキッとしてしまった。

「ち、ちなみにいつまで？」

「う～ん一ヶ月くらいでいいと思うけど」

　なんだか曖昧な返事にあれ？　と思ったもののゲームのためならどうってことはない。

「でも引き受けるに当たって一つお願いがあるんだけど……」

「え？　なに？」

「ダラダラと婚約者役をするつもりはないの。できれば早めに終わらせたいからそのためにも私以外の女性との連絡はもちろん遊びもやめて欲しいの」

　吉沢のことだから女性との間でトラブルがあると絶対に私を盾にするに違いない。

　そういう余計なことに巻き込まれないためにも身辺を整理してほしいのだ。

「……ああ。わかってるよ」

　吉沢はそう言いながらも、あからさまにつまらなさそうな顔を私に向けると再び定食を食べだした。

　そんなに女性と遊びたいの？

　私には吉沢の考えていることがわからなかった。

















第二章「突然ですが同棲同居始めます」












　お昼休憩から戻ると私たちは社長に話しあいの結果を報告しに行った。

「そうか。引きうけてくれるか」

「はい」

「でもどんな手で里奈を落としたんだ？」

　え？　ここでゲームソフトとか言われたら身も蓋もない。

「そ、それは……同期のよしみってことで」

　思ってもいないことを言うと顔が引きつっちゃう。

　横にいる吉沢の顔をちらっと見るとうれしそうというよりは楽しそうに見えた。

　しかし改めて考えてみるとゲームソフトと引き換えに引き受けていい案件なのかと今更だが少し不安になってきた。

　そもそも婚約者役ってなにをすればいいの？

　吉沢のことなんて何も知らないし、ただ横に立って笑顔を振り撒けばいいってものでもないだろう。

「……奈……おい里奈！」

「は？　はい！」

　何度か呼ばれていたことに全く気がついてなかった私に呆れ顔の社長。

「まー、こんな感じでちょっと抜けたところもあるが俺の自慢の姪っ子だ。吉沢、里奈を頼むな。里奈も申し訳ないが同期の危機だと思って少しの間だが頼むな」

『はい』

　二人の声が重なった。

　社長室を後にし、急いで仕事に戻ろうとすると吉沢が追いかけてきた。

「橘さん。早速で悪いけど、今後の打ち合わせをしたいから、仕事が終わった後晩飯でもどう？　もちろん、俺のおごりで」

「え？　もう？」

　お昼も一緒だったのに晩御飯まで一緒なんて正直嫌なんだけど……。

「さっさとこの案件終わらせたいんじゃないの？」

　確かにその通り。

　引き受けた以上早く終わらせたいと言ったのは私の方だ。

「わかった。でも手短にね。少しはゲームやりたいし……」

　吉沢はクスクス笑い出した。

「やっぱ今の橘さんの優先順位は乙ゲーなんだ……クックッ」

　今の発言、絶対にバカにしてる。

「乙ゲーが一番じゃいけないの？」

　キッと睨むと、吉沢は足を止めた。

「そう睨むなよ。なんで俺といるときだけそんな顔すんのかな。俺としては乙ゲーやってる時の里奈の笑顔が見たいんだけどね」

　乙ゲーやってる時の私って一体どんな顔してんの？

「ちょ、ちょっとここは会社よ。それとどさくさ紛れに名前で呼ばないでよ」

　ドギマギする私に吉沢は目を細め笑顔を向ける。

「いいだろ？　だってもう君は俺のフィアンセなんだよ」

　吉沢の一言に何も言えなくなる。

　それどころかフィアンセと言われ、胸が異常なくらいドキドキしてきた。

　それもそのはず、そのセリフはまさに今ハマっているゲームの中で出てきたセリフと同じだったから。

　もちろんそんなこと吉沢は知らない。

　吉沢が顔をぐっと近づけ満足そうに微笑む。

「真っ赤になる顔もかわいいよ」

「え？」

　突然の一言に驚いている私を置いて、前を歩いていく吉沢の後ろ姿を見ながら、私はただただ顔の火照りを冷まそうと両手で扇ぐことしかできなかった。

「なんなのよ」






　＊






　終業時間となり、みんなが次々と帰り支度を始める。

　斜め前の席の吉沢は取引先とだろうか、電話中だ。

　五分経ってもまだ終わる気配がないので今日はやめにしない？　とメールを送ってみたが吉沢は首を横に振って否定。

　仕方なく、ゆっくりと帰り支度を始める。

　しばらくするとガチャと受話器を置く音がした。そして数秒後にメールが届いた。

　《駅で待ってて》

　駅？　あれ？　食事って何処に行くんだろうと思いながらも一足先に駅で待つことにした。

　そして五分ほどスマートフォンをいじりながら待っていると、前方から吉沢が走って来た。

　別に走らなくてもいいのにと思いながら吉沢の姿を見ていると目があった。

　その途端、まるで何年かぶりに再会したかのようにうれしそうに手をあげて走ってくる。

　さっきまで同じ部屋で仕事をしていたのにあんな顔して……調子狂う。

「おまたせ……遅れてごめん」

　爽やかに謝られると調子が狂う。しかも吉沢は目立つ。

　今までこちらを見向きもしなかった人たちの視線が吉沢に向く。

「そんなに待ってないし……」

「それならよかった。じゃ……行こうか」

　吉沢がいきなり私の手を握ってきた。

「な、なんで？」

「なんで？　って……俺たちはもう始まってるんだよ婚約者さん」

　吉沢は指を絡めるように握り直してタクシー乗り場の方へと歩き出した。

「ねー！　何処行くのよ！」

　吉沢は何も答えずタクシーに乗りこむと、運転手に私の知らない行き先を告げた。






　タクシーは住宅街にある一軒の平屋の前で止まった。

　だがタクシーの中から見る限り飲食店らしい店は見当たらない。

　よくわからないままタクシーを降り、改めて周りを見渡すがやはりどこをどう見ても住宅街。

　もしかすると隠れ家的なお店？　そう思いながら吉沢に尋ねる。

「ここは一体どこでしょうか？」

　だが返ってきた言葉は……。

「ここ？　俺んち。ま～正確に言えばじいちゃんちかな。じいちゃんが帰ってくるまで俺がこの家を預かっている。でも当分帰ってくる予定はないけどね」

　その家はおしゃれとは言い難く、平屋で庭があって縁側があって……。

　チャラいイケメンの吉沢とはミスマッチな佇まいだった。

　が、なぜ吉沢の家に連れてこられたの？　食事は嘘だったの？

　状況をいまいち掴めない私は戸惑う。

　だが吉沢は面白がっているのかクスッと笑った。

「こんなとこで突っ立っててもしょうがないから入って」

　タクシーも行ってしまい、帰る手段を無くした私は不本意ながらも吉沢の家にお邪魔することにした。

「すぐそこの部屋が居間だからそこで待ってて。俺は着替えてくるよ」

　吉沢はネクタイを片手で緩めながらすぐ横にある部屋に入っていった。

　おじいさんが住む家にぴったりといった外観だったが家の中は随分と違っていた。

　もちろんリフォームした訳ではなく、現状維持をしつつインテリアなどで全体の雰囲気をモダンにした感じだった。

　そして言われた通り居間に入ったのだが私は入り口で立ち止まった。

「素敵……」

　外観から、居間にはテレビがあって大きなちゃぶ台のようなものがあるのだろうと勝手に思い込んでいたが、いい意味で裏切られた。

　和紙のライトが温かみのある部屋を演出し、畳にはアースカラーのラグ。

　ちゃぶ台なんてものは存在せず、生成りの三人掛けソファーとダークブラウンのかわいいテーブルがあった。

　部屋の角には観葉植物。

　そして縁側には丸型のアジアンチックな座布団が二つ並んでいた。

　こんなところでまったりしながら月明かりの下で飲むお酒はさぞかし美味しいのだろうと想像してしまった。

「いいでしょ。そこ俺のお気に入りの場所なんだ」

　振り向くとＴシャツにスウェットパンツ姿の吉沢が缶ビール二本を持って立っていた。

「悔しいけど……素敵な家ね」

　吉沢はクスッと笑うと私の横に立った。

「だろ？　やっぱ人と一緒で外観よりも中身が重要なんだよ」

　我ながらいいことを言ったと満足そうな吉沢。どの口が言ってるんでしょうね。

「で？　どっちで飲む？　縁側かソファ」

「じゃあ……縁側で」

　なんとなく流れで差し出されたビールを受け取ろうとしたが、その手をピタリと止めた。

　このままビールを受け取っていいの？

　そもそもお酒を飲むためにここに来たんじゃない。

「里奈？」

「私は話をするためにここに来たわけで、お酒を飲むつもりはないよ」

「固いこと言うなって。飲んだ方が話せることもあるんじゃないの？」

　完全に吉沢のペースだ。

　私が仕方なく缶ビールを受け取ると吉沢は満足そうに胡坐をかいた。

「とりあえず座ったら？」

　返事もせずに渋々隣に座った。

「まずは乾杯しようよ」

　吉沢は顔を少し傾けながら私が缶ビールのプルトップを開けるのを待っていた。

「乾杯って……な、何に？」

「そりゃ～これからの二人に……じゃない？」

　月明かりに照らされた吉沢の笑顔がいつも以上にかっこよく見えて不覚にもドキッとしてしまう。

　だけどそれを悟られたくなくて私は「じゃあ乾杯」と勝手に乾杯をしてビールを飲んだ。

　だが吉沢はビールも飲もうとしない。

「ど、どうしたの？　飲まないの？」

「いや、里奈のおいしそうに飲む姿に見惚れたんだよ。やっぱりここは惚れるポイントになるかな？」

　は？　何なのそれ！

　火照る顔をクールダウンさせようと私はビールを勢いよく飲んでしまった。

　だが、それが逆効果だったということを後で知ることになる。

「ところでさ、なんでここにいるの？　私は打ち合わせを兼ねて食事をするって聞いていたのに今日の今日でいきなり家とかあり得ないんだけど」

　まくしたてるように尋ねるが、それを吉沢は笑顔で聞いているのがこれまた面白くない。

「しかたないだろ？　何でも話せる場所がここしか思い浮かばなかったんだから。それにここなら時間を気にする必要もない」

　だったら最初にそう言ってよ。そしたらきっと……断ってたと思う。

　すると吉沢が何か思い出したかのように私を見てニヤリと笑った。

「何よ」

「ごめん。俺ビール飲んじゃったから送ってあげれないわ」

　そんなこと最初から期待していない。

「大丈夫。タクシーを――」

「この際だからここで一緒に暮らしてみないか？」

「はあ？」

　あまりにも突拍子のない提案に、私は驚きのあまり持っていた缶ビールを落としそうになる。

「だって一緒に住めばお互いのこともわかるし、距離感もいいかんじに縮まって本物の婚約者同士の雰囲気が出やすいだろ？」

　確かに共に生活をすれば相手の好みや趣味、癖も自ずと分かってくるかもしれない。だけど、本当にそこまでする必要ってあるの？

「ちょっと冗談はよしてよ。そういうことなら私は……帰る」

　吉沢は缶ビールを置いて立ちあがろうとする私の腕を掴んだ。

「な、何？」

「別にとって食ったりするつもりはないし、嫌なら帰ってもいいけど、そのかわり俺が里奈の家に住むよ」

「な、なにそれ」

　もう、わけわかんないよ。

「とにかく飲もう」

　吉沢に二缶目のビールを差し出された。

　もう、どうにでもなれ。やけくそになった私は缶ビールを奪うように受け取ると一気に飲んだ。
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「身体がだるいし……腰も痛い」

　顔をしかめ片手で腰を撫でながらゆっくりと身体を起こした。

　どうやらいつの間にか寝ていたようで、外を見るとお日様が出ている。

　ふと横を見ると同じような格好で吉沢も寝ていた。

　周りには空になった缶ビールの缶が綺麗に並んでいる。

　私たちどれだけ飲んだの？

　そしてふと昨夜のことを思い出す。

　真っ赤になった顔をクールダウンさせるために一缶目のビールを一気に飲んだのが逆効果で、結果的に普段よりも多めに飲んでしまったようだ。

　私の身体には薄い毛布がかけられており、吉沢の身体にも同じようにそれが掛けられていた。

　もしかして吉沢が掛けてくれた？

　でもなんで隣で寝てるの？　自分の部屋で寝ればいいのに……。

　私は毛布を綺麗に畳んで隅に置いた。

　時計を見ると朝の六時。

　私は吉沢が起きないように静かに立ち上がり大きく背伸びをした。

　ふと後ろを振り向き居間に目を向けるとソファーに何かが置いてあることに気付く。

　近づくとそこにはＴシャツとハーフ丈のスウェットパンツが置いてあり、その上にはメモ紙がついていた。

『よかったら使って。バスルームとトイレは台所奥』と書いてあった。

　もしかして吉沢ってマメ男？　やることがぬかりなく、気の付く男。だから女性にもてるの？

　しかも誰もが振り返ってしまうほどのイケメン。

　って私ったらなにべた褒めしてるのよ。

　でもそんなパーフェクトな吉沢の婚約者役が私に務まるのだろうか。

　不安を抱きながらも用意してくれた服をもってバスルームへと向かった。
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　お風呂から出て用意されていた服に着替えてみると、吉沢のものである男物のＴシャツとハーフ丈パンツはやや大きめ。

　彼氏の家でのお泊まりシチュエーションにはありがちだけど、まさか吉沢の家でやってしまうとは……でもお酒を飲んだだけという面白みのないオチで色気も何もない。

　居間に戻ると吉沢はまだ寝ていた。

　悔しいけど寝顔もかっこいい。ってそんなことはどうでもよくて、ここまでしてもらってただボーっとしているわけにもね……。

　私は朝ご飯を作ろうと台所へ向かった。

　他人の冷蔵庫を開けるのはちょっと気がひけるが、婚約者だしねと都合よく理由をつけて冷蔵庫を開けた。

　冷蔵庫の中は、男の一人暮らしにしてはかなり充実している。

　もしかして吉沢も料理をする人？

　それにしても誰かのために料理を作るのは三年ぶりかな？

　口に合うか不安だったが味噌汁、卵焼きを作り、それと冷蔵庫にあった干物を焼いた。






　朝食の準備ができたのでそろそろ起こそうと振り向くと、さっきまで寝ていたはずの吉沢がいない。

　縁側に並んでいたはずの空き缶や毛布も綺麗に片付けられていた。

　え？　どこにいるの？

　私は吉沢を探すように縁側に近よった。

　するとサンダルを履いて歩いてくる吉沢を発見した。

　目が合うと爽やかな笑顔を私に向ける。

「おはよう。いい匂い。もしかして朝ご飯？」

「勝手に冷蔵庫のもの使っちゃったけど……」

「いいよいいよ。っていうか、かわいい」

「え？　何が？」

「俺の服を着ている里奈が可愛いってこと。じゃあ早速ごはん食べよう」

　なんか今すごいことをさらっと言われた？

　あんなに毛嫌いしていた吉沢に対して、心を開いている自分がいることに気づく。






　＊






「それだけでいいの？」

　その日の午後、私は自分のアパートから必要最低限の荷物をキャリーケースに入れ、吉沢の車に乗せた。

　だがあまりの荷物の少なさに吉沢は驚いている。

「だってずっといるわけじゃないし」

　長居するつもりは全くない。

　さっさと婚約者役をこなしたら早々に帰るのだ。

　そして私たちは吉沢の家へと向かった……はずだったが明らかにさっき通った道とは違うことに気付く。

「ねぇ、さっきと道が違うような気がするんだけど……」

「よくわかったね」

　吉沢は相変わらず能天気に答える。

「ねえ何処に行くの？」

「ナイショ」

　車に乗ること二十分。

　人気のインテリアショップに着いた。

　一体何を買うつもりなのだろうと思いながら店に入るとまず目に入ったのは食器類だった。

　吉沢は何も言わずそちらへと歩いていく。

　私もその後をついていく。

　すると、吉沢はマグカップの置いてある棚の前で足を止めた。

「ね～どれにする？」

　マグカップを指差しながらとびきりの笑顔を向けられドキッとしてしまう。

「いきなりどれにすると言われても……じゃあこれ？」

　私が選んだのはかわいらしい小鳥のモチーフが描かれたマグカップ。

　すると吉沢はそのマグカップを手に取った。

「やっぱり俺と里奈って相性ばっちりかも。実は俺もこれがいいなって思ってたんだ」

　満足そうにマグカップを眺める吉沢だが、こんなことで相性を判断されても困る。

　たまたま同じものを選んだだけだと思うんだけど……。

「でもマグカップなんて選んでどうするの？　誰かにプレゼントするの？」

「誰って……俺たちのに決まってるだろ？　同棲記念のマグカップだよ。次はね……お茶碗」

　吉沢は色違いのマグカップを二個もつとカゴに入れた。

　だが、私はそれどころではなかった。

　期間限定、最速でこの関係を解消しようと思っているのにこんなもの買ってもらっても困る。

「ちょっと待ってよ。これは同棲じゃなくて同居でしょ？」

「はいはい同居記念……ね」

　不満げに口をとがらせる吉沢だが、私は好きでこの依頼を引き受けたわけじゃない。

　全ては限定版のゲームソフトのためよ。

　だいたいなんでこんなに吉沢は浮かれているの？

「記念とかいらないんだけど……」

　ボソッと呟くと吉沢は顔を引きつらせため息を吐いた。

「あのさ、もっと楽しくできない？　今デート中だよ」

「デ、デート？」

　これがデートということをたった今知らされた私は軽くパニックになってしまった。

　すると今度は吉沢が驚いた顔で私を見る。

「そんなに驚くこと？　それと、引き受けてくれたのならもうちょっと彼女らしく振舞ってくれない？　偽とはいえ俺たちは恋人同士なんだから」

　吉沢の言葉が胸にグサっときた。

　確かに素直じゃないし、何かにつけて敏感に反応して、ドキッとすることも全て否定的に捉えてしまう。

　吉沢のいうとおり可愛くない。

　だけどどうしたらいいのかわからない。

　三年前、長く付き合っていた彼に裏切られてから私は人に甘えたり人を信じることを忘れてしまったのだ。
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　宮下みやした智洋ともひろと付き合い始めたのは高校二年の夏だった。

　智洋はクラスの中でも中心的存在で、友達も多く女子にも大変人気があった。

　私とは同じクラスだったけど会話はほとんどなかった。

　そんな彼に突然告白された私は何かの罰ゲームで言わされているに違いないと、しばらくその告白を信じなかった。

　だけど話をしているうちに彼の気持ちに嘘がないことを知り付き合うことになった。

　高校を卒業すると私は短大、智洋は有名大学に進学。

　離れ離れになっても二人の交際は順調だった。

「いつか結婚できたらいいね」

　ピロートークで囁かれる言葉は二人の夢だと信じて疑わなかった。

　だが私が短大卒業後、ドブジェに就職した頃から徐々に雲行きが怪しくなった。

　先に社会人となった私は仕事優先の生活へと変わった。

　智洋も就職活動の真っ只中で、共に自分のことで精一杯だった。

　だから相手から忙しいと言われれば無理に会いたいとは言えず、二人の距離は遠くなるばかりだった。

　それでも智洋に対する気持ちは変わらなかった。

　だからそのうちお互い余裕ができたら、きっと二人の時間も作れる。

　そう思っていた。あの日までは……

　その日、新規の取引先のお店への納品があり、応援として担当の森下さんと一緒に三日後にオープンするお店へと向かった。

「実はね、ここのオーナーさん、里奈ちゃんの一個上の方なのよ」

「え？　一個上ってことは二十四歳ですか？」

　雑貨好きの女子なら一度は憧れる自分のお店。それを二十四歳という若さで持てるなんて私には驚きだった。

「羨ましすぎますよ。私なんか毎月カツカツで自分のお店なんて夢のまた夢ですよ」

　すると森下さんは意味深な笑みを浮かべた。

「普通はそうよ。でも彼女の場合は建設業を営んでるご両親が資金援助したみたいよ。しかも近々結婚してご主人と二人でお店をやるそうよ」

　理想を絵に描いたような話にため息しかでない。

「でも森下さん随分詳しいですね」

「そりゃ毎回ノロケ話聞かされるもの。今日は里奈ちゃんもいるから惚気三昧かもよ」

　よっぽど惚気を聞かされるのが苦痛なのか森下さんは大きなため息をついた。

　大好きな人と憧れの仕事に就けるなんて……羨ましい限り。

　私も好きな人とお店を持ってみたいな。

　智洋とかわいい雑貨屋さんで一緒に働く姿を想像してみた。

　そういえば仕事が忙しくて智洋とここ最近ずっと連絡を取っていないけど元気かな？

　そんなことを考えているうちに目的地に着いた。

「ここがお店ですか？　可愛い」

　白い壁に赤い屋根の一軒家。まるでおとぎ話から飛び出してきたような可愛らしさだった。

「でしょ？　私も初めて打ち合わせでここに来た時、あなたと同じリアクションしたわよ」

　森下さんの話によると自宅兼お店らしい。

　見るからにうちの会社で取り扱っている商品コンセプトにマッチしていた。

　ドブジェでは新規のお客さんと取引をする際、その店のイメージがうちの会社の商品とマッチしているか簡単なチェックを行う。

　今回はギフトショーか雑貨の専門誌からうちの会社にたどり着いたパターンだったようだが、近くにうちの商品を扱っている店がなかったため直接取引をすることになったそうだ。

「こんにちは、ドブジェの森下です」

　森下さんが店の入り口から少し大きめな声で挨拶する。

「は～い」

　高めの声と共に店の奥から出てきたのは生成りのリネンワンピースがとても似合う女性だった。クリっとした大きな目に緩く編んだ三つ編み姿があまりに可愛らしく驚いてしまった。

「こんにちは、ドブジェの森下です。今日は助っ人を連れてきました」

「橘と申します。よろしくお願いします」

「オーナーの宮田です。今日はありがとうございます～。よろしくお願いします」

　私たちは早速商品を店内に運び、宮田さんの指示のもと品出しを開始した。






　数時間後、やっと納品した分と未開封の商品の品出しを終えた私たちは急いで帰る準備を始めた。

　空になった段ボールを車に積み終え乗り込もうとした時だった。

「やだ私、納品書にサインもらい忘れてた」

　森下さんはすでにエンジンをかけていたので私が代わりにサインをもらいに行くことに。

　店に向かうとそこで自分の目を疑うような光景に出くわした。

「琴美？　箱ってこれでよかった？」

　店に入ると男性が大きな箱を店の奥から持ってきたのだ。

「うんそれ。ありがとう智くん」

　奥から出てきた男性は私のよく知っている人物だった。

　私は驚きのあまりその場で立ち尽くした。

　なぜならその男性は私の彼氏、智洋だったからだ。

　世界には自分に似た人が三人いると聞いたことがある。

　だから最初はよく似た人だと思った。

　だが、目も鼻も口も話し方も……私のよく知っている智洋だった。

　なんで「智くん」なんて呼ばれてヘラヘラして鼻の下伸ばしてるの？

　しかもあの様子だと親密以外の何物でもない。

　どうしよう。納品書のサイン……サインもらわないと。

　声を出そうと思っても喉元で止まってしまう。その時だった。

　宮田さんと目があってしまった。

「あっ！　橘さん。彼が婚約者の宮下智洋くんです。智くん彼女ドブジェの橘さん」

　この状況でなんて言えばいいの？

「彼は私の彼です」なんて……この状況で言えるわけない。

「初めまして……ドブジェの橘と申します」

　だけど私が覚えているのはここまで。

　正直その後の記憶は曖昧だ。

　それほど私には衝撃的なことだった。

　しかも後で知ったことだが、付き合って八ヶ月で結婚を決めたそうだ。

　八ヶ月前といえばお互い忙しすぎて疎遠になりだした頃。

　放心状態で車に戻り、森下さんは私のただならぬ様子に「とりあえず行こう」と言って車を走らせた。

　そして会社には戻らず近くの大きな公園の駐車場に車を停めた。

　少し落ち着きを取り戻した私は森下さんに智洋とのことを話した。

　森下さんは黙って話を聞いてくれた。

　そして全て話し終えた時だった。

「ここで思ってること全て吐き出して泣けるだけ泣いたらもう彼のことは忘れなさい。言っちゃ悪いけど、あんな男に未練なんて持っちゃダメ。あなたは若いし可愛いんだもん、これからもっと素敵な恋ができるはずよ」

　森下さんが私を励ましてくれた。

　だけどあの時の事がきっかけで誰かを好きになることが怖くなってしまった。

　もちろん、智洋に未練はないけど男性を見ると身構えてしまうというか……。

　だから吉沢に可愛くないと言われても仕方ないのかもしれない。

















第三章「本物と偽物の境界線って……」












　お目当てのマグカップを買い、今度こそ家に行くかと思いきや、車は更に家とは逆方向を走っていた。

「一体いつになったら家に行くの？」

「ん？　ちょっとね」

　吉沢の能天気な返事に私はイラつきを覚えた。

　そして車を走らせること二十分。郊外の大型ショッピングモールの駐車場に入った。

　すると吉沢は「三十分後に駐車場に来て」というと、どういうわけか一人でどこかへ行ってしまった。

　まさか文句ばかり言うから吉沢を怒らせてしまったのだろうか？

　振り返ってみると今朝からの私の態度は決して可愛いものではなかった。

　もしかして私を婚約者に選んだことを後悔して私との距離を取りたくなったとか？

　だとしたら本当は嬉しいはずなのになんだか胸が苦しいというか……。

　自分でもよくわからないが変な気分だ。

　でもこのまま駐車場で突っ立っているのも恥ずかしくて、私は食品売り場で、普通に食べてくれるかわからないが、夕飯の材料を買って駐車場へ戻った。

　約束の時間より五分ほど早かったが吉沢は既に車の中にいて電話をしているようだった。

　私は後部座席を開けると、買い物袋を置いて助手席に座った。

「……はい……はい分かりました。では失礼します」

　吉沢は慌てて電話を切った。

「お邪魔だった？」

　吉沢は私に笑顔を向けた。

「全然」

　その表情を見てホッとする私がいた。
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「朝食といい夕食もすごくうまい。特にこのパスタソースは最高だ。里奈のいいところをまたひとつ発見」

　こんなにベタ褒めされるとは思いもしなかった。でも素直になれない私は軽く聞き流す。

「そりゃどうも」

　だけどすぐに吉沢のチェックが入る。

「あー！　そこはもっとかわいく『本当?!　ありがと～』って返すべき。今から気をつけておかないと、本番で困るのは君だよ」

　確かに今のままじゃすぐに偽物だってわかる。

「わかった」

　素直に返事をすると吉沢が驚いたように私を見た。

「どうかした？　私変なこと言った？」

「いや……」

　心なしか吉沢の顔がほんのり赤く染まっているように感じられた。






　食事を終え後片付けを済ませ居間に戻ると、縁側に座っている吉沢が隣を叩いて座れと言う。

　他にやることがないのなら昨日からお預け状態の乙ゲーをやりたい。

　そう思ってたのに……。

　渋々座ると、吉沢は「手を出して」といった。

　何だかよくわからないまま私は右手を差し出た。

　すると吉沢は私の手にブルーのリボンのついた小さな白い箱を乗せた。

「な、なに……これ」

「いいから開けてみて」

　言われるがままその箱を開けてみた。

　するとそこにはシルバーのオープンハートのネックレスが入っていた。

　ワンポイントに群青色のような濃いブルーの石がついている。

「綺麗」

　私はそのネックレスを箱から取り出すと目の高さまで持ち上げてみた。

「気に入った？」

　吉沢の声で我に返る。

「素敵だけど何で？　私こんなのもらうような事してないよ」

「単純にプレゼントしたくて……でもそんなこと言ったらきっと返されそうだから、そうだな～おいしい夕食を作ってくれたお礼ってことでどうかな？」

　かな？　って……夕食のパスタのお礼がネックレスなんてあり得ないし、こんな事されると逆に困る。

「気持ちは嬉しいけど流石にこんなのもらえないよ」

「じゃあ……返して？」

　え？　私は自分の耳を疑った、プレゼントしたくせに返せって……でも元々もらう気は無いし返した方がいいに決まってる。

「はい」

　吉沢にネックレスを返したもののなんだか胸の奥がぎゅっと痛くなった。

　なぜ？　私をからかっているの？

　そう思うも、ネックレスはもう吉沢の手の中だった。

　だが、返した途端吉沢が私との距離を詰めてきた。

　びっくりして後ろに手をつき身体を反らせると更に顔が近づいてきた。

　唇がいつ当たってもおかしくないほどの至近距離に、私の鼓動は早鐘を打つ。

　まさかこれってキスされるとか？

　息がかかりそうな距離にそう思った私は唇に力を入れて目を瞑った。

　だが、私の唇に触れるものはなかった。

「こうでもしなきゃ受け取ってくれないだろ？」

　吉沢は私の首の後ろに手をまわしネックレスをつけていたのだ。
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　ドキドキしてまともに吉沢の顔を見ることができない。

　心臓がどうにかなりそうだった。

　触れそうで触れないギリギリの距離がこれほどまでに私の鼓動を激しくさせるのはどうして？

　自分の反応に私自身が一番驚いていた。

「うん……やっぱりとても似合ってる」

　優しく微笑む吉沢と目が合い顔が熱くなるのを感じた。

「あ、ありがとう」

　私ったら結局ネックレスを受け取ってしまっていた。

「お、お風呂の用意してくるね」

　私は勢いよく立ちあがると吉沢の返事も待たずに私はバスルームへと向かった。

　そして洗面所の鏡に映るネックレスを左右に動かしながら改めてまじまじと見つめた。

　キラキラと輝く濃いブルーのその石は見る角度によって色が変わる。

　悔しいけど本当に素敵なネックレスだった。

　でもいつこれを？

　まさか、男性が女性にネックレスを贈るという行為に『相手を独り占めしたい』という意味があるなんてこの時の私は知らなかった。






　吉沢の後にお風呂に入った私は、自室に戻るとアパートから持ってきたゲームを始めた。

『里奈、こんな気持ちは初めてなんだ。もっと……もっと君に触れて君を俺だけの色に染めたい……だめ？』

　ゲームの中の蓮斗の甘い台詞がヘッドホンから聞こえると胸がギュッと熱くなる。

　だがその瞬間、脳裏で吉沢の顔がパッと浮かび私は慌ててヘッドホンを耳から引きちぎるように取った。

「ちょっと……なんで？」

　吉沢とはなにも無い。この先もずっと無いはず。

　それなのになんで？

　ネックレスをもらっちゃったから？

　ふと吉沢にネックレスをつけてもらった光景を思い出し顔が火照る。

　私はセーブもせずゲームを切ると立ちあがった。

　部屋の戸を開け、冷蔵庫からミネラルウォーターを取りだし、そのまま縁側でそれを飲んだ。

　見上げると雲ひとつない夜空に月が輝いていた。

　ここに来て二回目の夜を迎えたけど、まさか吉沢と同じ屋根の下で暮らすなんて思ってもいなかった。

　胸元に光るオープンハートのネックレスに触れる。

　深い青色の石はキラキラと角度を変えては輝いている。

　アクセサリーなんて初めてもらった。

　智洋と付き合ってた時もこんなプレゼントはなかった。

　彼のセンスの良さには悔しいけど文句のつけようがない。

　それにしても私はいつまでここにいればいいのかな？

　しばらくの間、水を飲むのも忘れ月を眺めた。
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「あら、素敵なネックレスね。もしかして彼からのプレゼント？」

　翌日、倉庫で商品を梱包していると、別件で商品の梱包をしていた森下さんが私の胸元のネックレスに気付いた。

「か、彼氏じゃないですよ～」

　慌てて否定するも、森下さんは疑いの眼差しを向けてきた。

「またまた～ダメよ。嘘は……」

　全く信じてくれない。

　確かにプレゼントだけど彼氏からではない。

　正確にいえば彼氏役だ。

　すると森下さんは私の胸元のオープンハートについている群青色のような深く青い小さな石をじーっと見て指をさした。

「この石って……アイオライトじゃない？」

「アイオライト？」

　聞いたことのない名前に私は胸元のネックレスのチェーンを摘むと、視線を石に向けた。

「うん。これはアイオライトよ」

　自信たっぷりに頷いた。

「森下さんって石とか詳しいの？」

　すると森下さんは自分の右腕にはめているブレスレットを顔の位置まで上げた。

　それはパワーストーンと言われている石だという。

「私、こういうの好きで結構くわしいのよ」

　そう言って見せられたブレスレットはピンク系のかわいらしいパワーストーンがついているものだった。

「これって何か意味があるんですか？」

　すると森下さんは得意げな顔で私を見た。

「もちろん。このパワーストーンのテーマは結婚！」

　森下さんは三十一歳の独身、スタイルもよく美人だ。

　だけどこういう仕事柄、男性よりも女性と関わることが多いので出会いが少ない。

　森下さんも彼氏いない歴が私と同じくらいなのだ。

「で？　効果のほどは？」

　すると頭を小突かれた。

「そこは聞かないのがマナーよ」

「すみません。ところでこのアイオライトにも何か特別な意味とかあるんですか？」

「この石も、結婚を意味してるのよ」

「結婚？」

「ヨーロッパでは『真実の愛を見つけて欲しい』と、アイオライトを贈る習慣があったことから、結婚へ導く石として言い伝えられているんだって」

　ちょっと待ってよ。このネックレスにそんな意味があったなんて……吉沢はこのことを知っていたの？　そんなわけないわよね。

　私の驚いている顔を見て森下さんの口角が上がった。

「やーっぱり。これはプレゼントなんだ」

　私は返す言葉が無くなっていた。

　そんな私を見て森下さんは何かを感じたのだろう。

「贈った人がそこまでの意味を知って敢えて贈ったのか、それとも全く知らずに色を見て気に入って里奈ちゃんに贈ったのかそれはわからないけど……よかったんじゃない？」

「え？」

「里奈ちゃんずっと恋愛とか避けてたでしょ」

　森下さんは私の過去を知っている人だ。

「こういうものをプレゼントしてくれる人が里奈ちゃんの前に現れてくれて私はうれしいのよ」

　森下さんは自分の事のようにうれしそうな顔をして私を見た。

　だけど相手は森下さんが思うような人じゃない。

　私はただの婚約者役で彼はただの同僚なのだから。

　そう思うと何だか胸の奥が痛くなった。

　すると私よりも先に梱包を済ませた森下さんは「あー！　でもやっぱり私は里奈ちゃんより早く寿退社したいわ」と言い残し取引先へと向かった。

　一人残った私は胸元のネックレスを握りしめた。

「紛らわしい事……しないでよね」
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　仕事が早めに終わった。

　取引先の店をいくつか回るから帰りが遅いと、吉沢から昼過ぎに連絡があった。

　早く帰ったほうが食事の準備をするというルールを決めたのは一緒に暮らすようになって五日が経った頃。

　だから今日は私がご飯を用意する番だ。

　帰宅すると真っ先に洗濯ものを取りこみ、それから夕飯作りにとりかかった。

　そのあとはお風呂の準備……とまるで主婦の真似事のようだ。

　そして取り込んだ洗濯物を縁側でたたんでいると、なんだか瞼が重くなってきた。

　午前中、結構忙しかったからかもしれない。

　ふかふかのタオルを頬に当てたら余計に眠くなって……。






　＊






「……おい……おーい。里奈風邪引くから起きろ」

「ん……ん？」

　目を開けると目の前に吉沢の顔があった。

　多分そう長い時間寝てはいないはずだけど、たたみ終えた洗濯ものがまくら代わりになっていたのは大失態だ。

「お、おかえり。夕飯の支度はできてるよ。お風呂も――」

「なんかいいね」

「え？」

「本当の夫婦みたいでさ」

　吉沢はなんだか嬉しそうに微笑んだ。

「ちょ、冗談やめてよ。そんなつもりでやったんじゃない」

　否定しながらも頬が熱くなるのを感じた。

「はいはいじゃあご飯たべよ。里奈は座って。あとは俺がやるから」

　吉沢はてきぱきと準備を始めた。

　全て人任せにしないところが彼のいいところでもある。

　一緒に住み始めて二週間近くになるけど私が会社で感じていた吉沢のイメージは日を追うごとに変わっていった。

　認めたくないけどいい人だ。

　みんなが彼に好意を持つ理由がこの二週間でよくわかった。

　そんな彼の背中をみながらふと思った。

　この人はどんな人をお嫁さんにもらってここで暮らすんだろう。

　その相手が私ではないということが確かなだけに、胸のずっとずっと奥が少しだけ痛くなった。

　私は胸に光るアイオライトの石言葉を思い出す。

『真実の愛を見つけて欲しい』

　吉沢はこの石の意味をわかっているのだろうか……。






　お風呂上がりに缶ビールを縁側で飲むことは習慣になりつつある。

　今日は満月で縁側からの眺めは最高だ。

　特に仕事があった日の一杯は至福の時間。

「あのさ、俺たちって一番肝心なこと忘れてない？」

　乾杯のあと突然真顔で吉沢が尋ねてきた。

「なに？　一番肝心な事って」

「今回の目的は君を俺の婚約者に仕立てること。そこで重要なのが二人が付き合ったきっかけだよ！」

　言われるまで全く気にもしていなかった。

　でも確かにそうよね。

「じゃあ、仕事をしているうちにお互い気になって……っていうのは？　王道だけど」

　知恵を絞って出してみたが吉沢は何かいい案を考えてるのか前を向いたまま。

　完全にボツだなと肩を落とす私。

「随分前の話だけど……里奈が一度だけ誰もいない会社で声を押し殺して泣いてたことあったよな」

　私は缶ビールを落としそうになった。

「え？」






　忘れもしない。あれは森下さんと新規のお客さんの応援に行った時だった。

　すれ違いの多かった彼氏の智洋が知らないうちに彼女を作ってその人と結婚すると知らされた日だ。

　寝耳に水の出来事。しかも本人の口から事実を聞き出す余裕もなく、文句の一つも言えぬまま突然終わった恋。

　公園で思い切り泣いてスッキリしたつもりだったんだけど、一人残業していたら色々と思い出してしまい気がつけば大粒の涙が机を濡らしていた。

　泣くな泣くなと思えば思うほど涙が止まらなくなって、泣いて泣いて泣きまくった。

　でもそれをまさか吉沢に見られていたなんて。

「その涙の理由がなんなのか俺にはよくわからなかったけど、いつも気の強そうなところしか見せた事ない里奈の泣いてる姿を見て無性に抱きしめたくなった。俺が守ってやりたいって……」

「え？」

　いつになく優しい眼差しに私の鼓動はばくばくと音を立てていた。

「っていうのをきっかけにするっていうのはどうかな？」

　私は目が点になった。

「え？　それをきっかけって？」

「だから、里奈の涙に一目惚れ！　って設定よくないか？」

　設定って何？　ゲームじゃああるまいし。

「やっぱりここは運命を感じさせるような設定にしないと」

　私の辛い思い出を単なるネタとして使われることに憤りを感じた。

　悔しい。

　一瞬でも吉沢の言葉に胸がキュンとした自分が凄く悔しい！

　今こうやって一緒にいることも全て嘘なんだから。

　少しでもこの生活が楽しいと思った私が馬鹿だった。

　だったら設定なんてどうでもいい。

　こんな生活早く終わらせてやる。

「それでいいわよ」

「よし。じゃあ、きっかけが決まったら次は思い出だな」

「思い出？」

「そう、二人だけの思い出もなしじゃ困るだろ？　だって俺たち婚約してるってことになっているし。だったら思い出の一つや二つなきゃ怪しまれるな。それと……結婚の決め手になったことも考えないと……」

　吉沢はブツブツとあれやこれやと考えているが正直頭が追いついていない。

　そもそも婚約者役ってそこまで徹底しなきゃいけないの？

　呆れる私とは違い吉沢の話を聞いていると凄く楽しんでいるように思える。
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　それから数日後のことだった。

　朝食を食べていると「今日仕事終わったらデートしよう」と吉沢から言われた。

「え？」

　突然のことに驚いている私をよそに吉沢は話を続ける。

「俺は外回りでそのまま直帰の予定だから、仕事が終わったら里奈はちょっとだけおめかししてここで待つように」

「それって命令？」

「命令」

　とびきりの笑顔でコーヒーを飲む吉沢。

　私は彼と目線は合わせず目の前の卵焼きを箸で掴んだ。だけど内心はドキドキしていた。

　もちろんこれはお見合いを断るためのネタ作りだってことはわかってるけど……。

「ちなみにどこへ行くの？」

　コーヒーの入った小鳥のモチーフのマグカップに口をつける。

「それを言ったら面白くないだろ？　ま～楽しみにしていてよ」

「わかった」

　急に態度が変わったことに吉沢は少し驚いた表情を向ける。

「どうかした？」

「いや、妙に素直で驚いたんだよ」

　いやいや素直とかじゃなくて早く終わらせるため。

　変に勘違いされるのもお互いによくない。

「この際だから他に必要なイベントとかあったら早く済ませない？」

「え？」

「だって早くお見合いを断りたいんでしょ？　それに吉沢だってこんな生活終わらせたいでしょ？　私も元の生活に戻りたいし……」

　自分で言っておきながら何故だろう、モヤっとする。

　吉沢の反応はというと、さっきまでのテンションが嘘のよう。

　黙ってコーヒーを飲み「ああ」と短い返事をすると立ち上がった。

　その時の吉沢の顔がなんだか怒っているというか悲しそうに見えた。

　なぜそんな顔をするの？

　だって吉沢は自分のことを好きにならない人がいいから私を選んだんでしょ？

　私たちが今以上の関係にならないことは最初から決まっているのにあんな顔をされたら戸惑ってしまう。

　すると吉沢が振り返った。

「そんなに俺といるの嫌？」

「え？」

　嫌という言葉は違うような気がする。でもうまく当てはまる言葉が見つからない。

　返事に困って黙っていると吉沢が大きな溜息を吐いた。

「ま～そりゃそうだよな。後腐れのない人がいいってことで里奈に婚約者役をお願いしたんだもんな。……わかったよ、最短で終わらせよう。でもとりあえず今日は俺に付き合ってよ」

「うん……わかった」

　吉沢は朝食を済ませると食器を片付け、先に行くといっていつもより早く家を出た。

　別に喧嘩をしているわけでもないし、怒らすような事を言ったわけでもないのに私の心がモヤモヤするのはなぜだろう。

　日を追うごとに吉沢の事がわからなくなる。

　でもこのままぐだぐだ考えても仕方ない。

　私は後片付けを済ませ会社へと向かった。

　だが、仕事をしていても今朝の吉沢とのやり取りが気になってなかなか集中出来なかった。

　そんな時一本の電話が鳴った。

「いつもお世話になっております。ドブジェの橘でございます」

　だが言葉が返ってこない。

　もしかして……吉沢の女？　とうとう会社の電話番号を教えた？　というか、まだこんなことしてるの？

「あの……吉沢でしたら」

　いませんと言って、勢いよく電話を切ってやろうと思ったのだが……。

『もしかして……里奈？』

　その声に私は固まってしまった。

　聞き覚えのある懐かしい声。

　元彼の智洋からだった。

「そうですが」

『俺……智洋です。元気そうで安心した。ところで吉沢君っている？』

　あれ？　なんで吉沢に？　担当は確か森下さんのはず……。

「申し訳ございません。吉沢は本日外回りでそのまま直帰の予定でございます。もし急用でしたら吉沢に連絡を取って電話させますが」

　私はちゃんと喋れてるだろうか。緊張で声を出すのが精一杯だ。

『それが……いつもは吉沢君の携帯に連絡を入れるようにしているんだけど、運転中なのか電話に出ないんだ。用件と言うのは急用でしばらく店をお休みするので今日の納品はキャンセルしたいんだ』

　吉沢と携帯電話で連絡取ってたんだ。でも、預かっていた吉沢の会社用携帯には智洋から電話なんてかかってきたことはなかった。もしかしてプライベートの携帯電話でやり取りしているのだろうか。

　だから会社にも電話がかかってくることがなかったのか、と納得してしまった。

　でもいつ、森下さんから吉沢に担当替えをしたの？

　まさか吉沢が私と智洋の事を知ってる……なんて訳ないわよね。

　だって私の失恋の相手が智洋だって事は森下さん以外知らないはず。

『橘さん？』

　名前を呼ばれ我に返った。

「わかりました。ではそのように吉沢に伝えておきます。わざわざご連絡ありがとうございました」

　少しでも早く電話を切りたかった。

　きっと私の口調は早口だっただろう。でもそんな事はどうでもよかった。

　そして電話を切ろうとした時だった。

『切らないで！　……君にずっと謝りたかったんだ。だけど勇気がなくて」

　それは初めて聞いた智洋からの遅すぎる謝罪だった。

　だけど私はそれを受け入れるつもりなどない。

　彼に対して恨みだったり未練のようなものはもうないが、今更蒸し返されてもどうにもならないのだから。

「失礼します」

　私は何も返事をしないままゆっくりと受話器を置いた。

　電話を切ると両手で顔を覆い大きく息を吐いた。

　それから自分の携帯電話を取りだすと吉沢に電話を入れた。

　出なければメールをしようと思ったが五コール目で出た。

「お疲れ様です橘です」

『お～！　お疲れ。なんかあった？』

　元彼と三年ぶりに話しちゃった……なんて言えるわけもなく。

「先ほどwildberryワイルドベリーの宮田様からお電話があり、急用でしばらく休業するそうなので本日の納品をキャンセルしたいとの事です」

『そうか……わかった。ありがとう。あのさ……他に宮田さんから伝言とかは？』

　なんだか歯切れの悪い言い方だ。

「ございません。では――」

『なぁ……今日の約束忘れんなよ』

「大丈夫です。忘れてませんから」






　＊






　定時に仕事を終えると私は久しぶりに自分のアパートへと向かった。

　一応デートだし、少しはおめかしした方がいいかなと思い、立ち寄った。なぜなら吉沢の家には必要最低限の服しか置いていなかったからだ。

　久しぶりの我が家はとても狭く感じた。

　そりゃそうよね。吉沢の家は古いけど広くて住み心地は抜群。

　でも婚約者役が終わればあの大きな家からこの部屋に戻ることになる。

　何となくその事を残念に思う自分がいることに驚いてしまった。

「私ったら何考えてんの？」

　ここには私の大好きなものがたくさんあるじゃない。

　気を取り直しクローゼットを開け服を選ぶ。

　吉沢と一緒に暮らす前に買った膝丈のワンピースを選んだ。

　紺地に白い花がプリントされている。

　普段はカジュアルなのに急にこんな服を着ていったらなんて言われるだろうと思いながらも私はこれまた普段ほとんど履かないパンプスを履き、急いで吉沢の家へと向かった。






　家の前には吉沢が立っていた。

　ちょっと遅れちゃったから怒ってるかな？

「遅くなってごめん」

　手を合わせながら駆け寄った。

「何処行って……たん……だ」

　吉沢の顔が暗くてよく見えなかったが、なんだか照れているようにも見えた。

「ちょっと自分のアパートに寄ってたの」

「そ、そうか」

　なぜか吉沢は視線を合わそうとしなかった。

　やっぱり怒ってる？

　そう思いながらも車に乗り込み初めてのデートが始まった。






　着いた場所は何故か水族館だった。

　通常の営業時間はもう、とうに過ぎているのに何故？

　だが吉沢は入り口に向って歩き出した。

「ねえ、もう閉館してるんじゃ？」

　吉沢は私の問いかけを無視して入り口横のインターフォンを押した。

　え？　どうなってるの？

　わけがわからずあたふたする私に大丈夫と笑顔を向ける吉沢。

　するとインターフォン越しに声が聞こえた。

『はい』

「すみません。予約していた吉沢と申します」

　予約？

『吉沢様ですね。少々お待ちくださいませ』

　インターフォンが切れた。

「ねぇ！　予約って何？」

「だから今日はデートって言っただろ？」

　すると自動ドア横の重い扉が開き、係員が出てきた。

「吉沢様どうぞお入りください」

　え？　どうなってるの？

　予想外の展開にドキドキしながら中に入ると、水族館のスタッフが案内してくれて私たちはエントランスの中央まで進んだ。

　照明は落とされ間接照明が床を照らしていた。

　正面の大きな水槽は青々と輝いていて、その中を大きな魚が優雅に泳いでいる。

「本日はナイトアクアリウムをご利用いただきありがとうございます。只今より夜の魚たちの様子をご覧ください。尚本日は貸し切りとなっております。お帰りの際はこちらの電話一番をおかけになってくださりますと係りの者が出入り口を開けますのでよろしくお願いします。それではナイトアクアリウムをお楽しみください」

　説明を終えたスタッフは一礼するとスタッフルームへと戻っていった。

「ねえ……貸し切りってことは予約してくれたの？」

「もちろん。だって初めてのデートだろ？　だったら印象に残るデートの方がいいと思って……それに里奈って水族館好きだよね」

　確かに私は水族館が好きだけど……。

「何でそのこと知ってるの？」

　吉沢は含み笑いを浮かべながら「何ででしょうね～」と言いながら目の前の大きな水槽へと近づいた。

　その水槽にはウミガメをはじめ、色鮮やかな魚たちが泳いでいた。

　ギャラリーも私たち二人だけだからか魚たちも邪魔されることなく、気持ちよさそうに泳いでいるように見えた。

　しばらく水槽を眺めていると横にいた吉沢が感想を求めてきた。

「とても綺麗。水族館は好きだけど夜の水族館は初めて。幻想的で贅沢な気分」

「だね」

　吉沢も満足そうだった。

「じゃあ次は里奈の好きなクラゲでも見にいく？」

「え？　ねえ、なんで私がクラゲ好きだって知ってんの？」

「なんででしょうね～秘密」

「えー？　教えて？　どうして」

　こんな小さなやりとりに対しても私の胸は踊った。

　クラゲの展示ブースに足を踏み入れると、別世界に来たような気分になる。

　部屋全体が青い光に包まれてその中を小さなクラゲたちが上下に漂うように泳いでいる。

　時間がゆっくり進んでいるようだ。

「なんかこいつらって何の悩みもなさそうでいいな～～」

「そうかもしれない」

　確かに何にも考えてなさそう。

「でもやっぱつまんねーな」

　吉沢は水槽にぐっと顔を近づけた。

「え？」

「だってさ、喜怒哀楽があるから人生って楽しいだろうし」

　なんだろう、吉沢がクラゲを見て真面目に答えてる姿が頼もしく思えた。

「ねえ、クラゲってオスとかメスとかあんの？」

「あるみたい。でもパッと見てわかるものではないみたいよ」

「俺にはどれも同じに見えるな……ちなみにクラゲも恋愛すんのかな」

　あまりに真面目なトーンで言うものだから笑ってしまいそうになる。

「どうだろう」

　そんなこと考えたこともなかった。

「『お前の触手の形たまんね～な～』とかメスクラゲに対して思ってたりして」

　吉沢が考えそうなことだ。何だかおかしくて声を出して笑ってしまった。

「え？　俺まじで言ってたんだけど」

　笑いすぎて涙が出そうになった。

「あははは。だってー吉沢らしくって……」

　私たちは時間を忘れクラゲのゆったりとした動きに夢中になっていた。










「本日はお楽しみいただけましたか？」

　帰り際にスタッフの女性に尋ねられた。

「はい。とても」

「それは良かったです。素敵なデートを提案してくれるなんて素晴らしい彼氏さんですね。それにお二人とてもお似合いですよ。実は……ここで結婚式を挙げるカップルもいらっしゃるんです」

「結婚式？」

　思わず悲鳴に近い声を上げてしまい。慌てて口を押さえた。

「はい。休館日限定なんですが、そちらのイルカの水槽の前で結婚式を挙げられるんです」

　ふと、二人で結婚式を挙げる姿を想像してしまい、慌ててかき消した。

　吉沢となんてありえないでしょ。

　もちろん吉沢も否定すると思っていた。

　だが、彼の口から出た言葉に目が点になった。

「それは素敵ですね。実は僕たち婚約してるんで。イルカと一緒にか……考えておきます」

　開いた口がふさがらなかった。

　私は婚約者のふりをしてるだけ。

　それなのに吉沢は何食わぬ顔で自分たちは婚約していると関係ない第三者に言った。信じられない。

　だって今日のデートも全て作りものなのに……。

　なんだか急に現実に引き戻されたようで、複雑だ。

　確かに凄く楽しかった。だけどその反面面白くない。

　なんでわざわざあんなことを言うの？

「おい！」

「何よ」

「なに怒ってんだよ」

「怒ってないけど」

「いや、怒ってる」

　私は足を止め、大きく息を吐いた。

「そうよ怒ってるわよ。吉沢が最後に余計な事を言うから」

　なんでこんなに自分が怒ってしまうのかさえよくわからなくなっていた。

　これはお見合いを断るためのネタの一つなんだから軽く聞き流せばいいことなのに私はなぜこんなにムキになっているの？

「ふ～ん。ところで腹減った。飯食いに行こう」

「え？」

　なんで何も言わないの？

　嘘なんだからムキになるなとか言ってくれたらこの怒りは収まるのに……。

　もう信じられない。

















第四章「甘く切ない複雑な思い」












「ちょ……ちょっと！　ご飯食べるっていうからファミレスとかラーメン屋だと思ってたのに、何でこんな敷居の高そうなとこで食べるの？」

　吉沢に連れてこられたのはホテルの最上階にあるレストランだった。

　だけど私は全く乗り気じゃなかった。

　水族館での婚約発言。

　偽の婚約者なのにあんなことを他人に言う必要は絶対になかったはず。

　それに敏感に反応してしまった自分にも腹が立った。

　私のモヤモヤした気持ちは一向に治まらず、普通だったら嬉しいはずのホテルレストランも今は全く喜べなかった。

「ねぇ帰ろう？　私こういう慣れないところは苦手なの。それに水族館で十分満足してるから」

　吉沢はしばらく黙っていたが、「わかったよ。その代わり縁側レストランには付き合えよ」と言うと、私の手を握りタクシーを拾った。

　繋がれた手はタクシーを降りるまで離れることはなかった。






　吉沢がせっかく予約してくれていたホテルレストランは私のわがままでキャンセルさせてしまった。

　なので家に着くと仕切り直しということでいつもの縁側でお酒を飲むこととなった。

「俺のチョイスだけどいい？　俺白が好きだから白しかないけど」

　吉沢が冷蔵庫からワインを持ってきた。

「うん。私も白の方が好き」

「それは良かった」

　吉沢は満足そうに笑顔を向け私の横に座るとワインの栓を開けグラスに注いだ。

「乾杯する？」

「何に？」

　吉沢は空を見上げた。

「んー。そうだな……月とクラゲ？」

　吉沢が冗談っぽく言うので笑ってしまう。

「じゃあ、月とクラゲに乾杯」

　私たちは乾杯をしてワインを飲んだ。

　辛口で後味のさっぱりした美味しさだ。

「おいしい」

「だろ？　このワインはお手頃かつ飲みやすいんだ」

　それから二人で月を見ながらたわいの無い話をした。

　さっきまでの不機嫌さはお酒が忘れさせてくれた。

　気がつけばワインのボトルは空っぽで時計を見れば日付も変わろうとしている。

「今日はありがとう。楽しかった。色々知れてよかったし。これならもし何か聞かれても少しは吉沢について答えられるだろうしね」

　私は大きく背伸びをした。

「じゃあお開きってことでお風呂入って寝るね。……おやすみなさい」

　そう言って立ち上がろうとすると、それを拒むように吉沢が私の腕を掴んだ。

　吉沢の様子がさっきまでとは違うことに気づく。

　鋭い眼差し、それは今まで見たことがないほどの熱を持った目だった。

「なに？」

　吉沢は私の目をじっと見つめ、詰め寄ってきた。

「まだ終わってないよ」

　吉沢は私を逃さんとばかりに覆いかぶさる。

「何が？」

　この状況が普通じゃないことは明らかだ。

　私はゴクリと唾を飲み込んだ。

「吉沢？　どうしたの？　も、もしかしてワインで酔っ払っちゃった？」

　だけど吉沢は何も答えてはくれない。

　ちょっと、これってすごくやばいんじゃないの？

　私は右腕だけで自分の体をかろうじて支えているが、これ以上吉沢との距離が近づけば私は完全に押し倒された状態になる。

　心臓は今まで味わったことのないほどドキドキし、その様はまるで蛇に睨まれたカエルのようだ。

　すると吉沢が更に私との距離を縮めた。

「あっ！」

　私の右腕の力が抜け、完全に頭が床に付いた。と同時に吉沢の顔がぐっと私に近づく。

「ねえ、吉沢……」

　でもこの後に続く言葉が見つからない。

　だって吉沢の私を見つめる目が余りにも愛おしそうだったからだ。

「里奈」

　吉沢の手が私の頬に触れる。

　縁側にいたせいなのか吉沢の手はとてもひんやりしている。

　だけどそんなことを悠長に考えていられるほど今の私には余裕など全くない。

　吉沢は指の腹で私の下唇に触れ、口角を上げる。

「もっと里奈のことを知りたい」

　これ以上私の何を知りたいの？　と思うも言葉が出ない。

　少し掠れた甘いささやきの後、吉沢の顔が近づき私はキスされていた。

　抵抗しようにも私の身体は吉沢の下にあって抵抗する術などなくなっていた。

「……ん……んっ？」

　なんで私が吉沢とキスしてるの？

　どうして？　婚約者役ってここまでしなくちゃいけないの？

　そんな考えが頭の中を埋め尽くしているというのに声に出せないのは、吉沢の舌先が私の口内に割って入ってきたからだ。

　そしてゆっくりと私の舌に絡みつく。

「んっ……んっん」

　気づけは頭の中の『どうして』は消え、真っ白になっていた。

　次第に抵抗する気持ちはすり減り、キスの甘さに私の身体は反応し、じんじんと火照ってきた。

　キスは更に角度を変え、啄ばむように私の唇に感覚を残す。

「なんて顔してるんだ……可愛すぎるだろ」

　吉沢は私の唇に触れながら甘い言葉を囁く。

　その声が私の体を刺激し、下半身に力が入る。

　吉沢の唇が私の唇を離れ首筋へと移動する。

　器用にワンピースのボタンを外しながら唇は下へと下りていく。

　吉沢の柔らかい髪の毛が顔にかかり微かに私と同じ匂いがした。

　上半身のボタンを外され下着が露わになった時、再び緊張に襲われる。

　まさか私たち……

　そう思った時にはもう吉沢の唇は私のブラの上にキスをしていた。

　布一枚隔てただけなのにしっかりと唇の感触が伝わる。

　どうしよう。

　直に触られているわけじゃないのに感じてしまう。

　すると吉沢の手がブラにかかり擦りあげた。

　露わになった胸の片方を包み込むようにゆっくりと揉み上げるとすでに固くぷっくりとした先端を親指でくりくりとこねくり回す。
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　足の先から一気に痺れるような快感が襲う。

　どうしよう……抵抗したいのに気持ちが良くてできない。

　だけど私は声を出すのが恥ずかしくて足をもぞもぞさせて耐えていた。

　だがそんな思いはお見通しだった。

「声我慢しないで、聞かせて」

　上目遣いで私を見る目にドキッとしてしまう。

「だって……だって……」

　私たちがいる場所は縁側だ。いくら夜とはいえ、こんなところで声なんて出せるはずがない。

　すると吉沢はクスッと立ち上がり、私を抱きかかえた。

　そして縁側のすぐ後ろの居間のふかふかのラグに私を寝かせると後ろ手で襖をゆっくりと閉めた。

　吉沢は艶のある瞳で私を見下ろした。

「もう我慢しなくていいよ」

　そして再び私の両胸をゆっくりと揉みしだく。

「あっ……ああっ」

「いい声。もっと聞かせて」

　吉沢は私の両胸の先端を摘んで転がす。

　電流が走ったかのような甘い痺れに上半身が反ってしまう。

　すると今度は舌先で下から上へ舐める。

「ああんっ！」

　触れるか触れないかスレスレのいやらしい舐め方に全身がもぞもぞする。

　すでに下半身は何かを欲しがるように濡れ始めているのが自分でもわかってきた。

　だけどそれを悟られたくなくて足に力が入る。

　声を抑えようとしても、触れられた分だけ自分のものとは思えない声が隙間から漏れ出てしまう。

「んんっ……んっくっ……んんっ」

「里奈は胸が弱いんだな？　……じゃあこれは？」

　更に胸に吸い付きわざと音をたてる吉沢。

「だめっ！　……もういやっ！」

　じゅぷじゅぷとわざと卑猥な音をたてる。それだけでも反応してしまう私。

　こんな自分がすごく恥ずかしいのに気持ちが良くてどうにかなりそうになる。

「そんなわけないだろ？」

　ただでさえ気持ちがよくて高揚している中、吉沢は先端を口に含むと更に舌を使って転がし、甘噛みをする。

　反対の胸は先端を軽く弾かれて、私は堪えきれなくなる。

「ああっ……そこダメ～……助けて」

　ラグをぎゅっと掴み波のように襲ってくる快感に息が上がる。

「どっちがダメなの？」

「んんっ……わかんない」

　ふるふると首を横に振るが、吉沢には何の効果もなく、さらにニヤリと挑発的な笑みを浮かべる。

「わかんないじゃ困るな。じゃあこっちも試すよ」

　今度は反対側の胸を口に含み同じように舌で転がす。

　吉沢の手と舌によって胸の突起はすでに硬く、異常なまでに敏感になっている。

　舐められ、転がされる度に続々と快感に襲われ制御が効かなくなりそうになる。

　そんな私を吉沢は満足そうに眺めている。

「で？　どっちがいいの？　教えて」

　恥ずかしくて首を振り抵抗するが、答えようとしない私に吉沢は左右の胸を交互に口でつまむ。

　私にはどっちがいいなんて答える余裕などなかった。

「どっちも……いいのっ！」

　それでも必死になって返事をすると水沢は胸から唇を離し満足そうに手の甲で口を拭った。

「いやらしいね」

　それは吉沢の方じゃないと言い返したいのに、高揚して息遣いが荒くなっている私は目で訴えることしかできない。

　そんな私を見て吉沢はクスッと笑うと再びキスをした。

　最初のキスよりも濃厚で貪るような激しいキス。

　何でこんなにキスが上手いの？

　吉沢のキスは私の口をだらしなくさせて息も荒くなるばかり。

　すると吉沢の手が私の体を這うように太ももをなぞり、そのままゆっくりと内腿を撫でる。

　そしてショーツの隙間から手を入れ疼いた場所に割って入る。

　すでに胸を弄られたせいでじゅくじゅくになった秘部は吉沢の指でいじられると卑猥な音を出した。

「もう、こんなにグチュグチュにして……ショーツがかわいそうだ」

　ワンピースの裾をお腹の上まで上げるとショーツを勢いよく下げ、脱がせた。

「いやっ！　恥ずかしい」

　恥ずかしさのあまり片腕で目を隠す。

　吉沢は再び私の秘部に指を入れると私が一番感じる場所を探す。

「どこがいいの？　ここ？　……それともここ？」

「ああっ！」

　胸を触られている時以上の衝撃に体が反り返る。

「ここがいいんだ」

　吉沢の手がピンポイントで攻め立ててくる。

　指の動きとくちゅくちゅっと聞こえる水音がどうしようもないほど恥ずかしいのに、それすらもどうでもいいと思わせるほどの快感が襲う。

　指の動きは更に激しくなる。

「あっ……ああっ……だめっ……ああっ！」

「すごいよ。ここから蜜が溢れ出て指がふやけそうだよ。ねえ……イきたい？」

　吉沢の興奮を滲ませた甘い声と指の動きに耐えられないほどの快感が襲う。

「うん」

　返事をしたのかそれとも嬌声なのかもう自分でもわからなくなっていた。

「里奈……俺の指でイって」

「ああん……あっ、あっ……あんんっ」

　その言葉が合図になったかのように私の身体は大きく弧を描いて頭の中は真っ白になった。

　私吉沢の指だけでイっちゃったの？

　もう恥ずかしくて逃げ出したい。

　私が顔を手で覆っているとカチャカチャとベルトを外す音が聞こえた。

　私の身体はまだジンジンしていて触れられたらまたスイッチが入りそうだった。

　しばらくすると吉沢が私のおでこにチュッとキスをした。

　そして私の両足を大きく広げると膣内に指を入れた。

「もう、慣らさなくても十分だ」

　その言葉はまるで私がめちゃくちゃいやらしい女だと言われているみたいで思わず足を閉じたくなった。

　だがそんなこと吉沢が許してくれるはずもなく、再び足を広げられる。

「イヤっ……恥ずかしい」

　だが吉沢は首を横に振った。

「こんなに里奈を独り占めできるなんて最高だよ。本当はもっとじっくり味わいたかったけどごめん……俺の方がもう我慢できない」

　吉沢の指が離れると今度は私の中に吉沢の肉棒がゆっくりと入ってきた。

「ひゃん！」

　浅い部分を吉沢の太くなった肉棒で擦られ、あられもない声が出てしまった。

「気持ちいい？」

　吉沢はゆっくりと抽挿する。

　私はその動きに合わせるように嬌声を上げる。

「あっ……あっ……あぁあ」

「すごい締め付けだ」

　徐々に吉沢の息遣いも荒々しくなる。

　普段見ることのない吉沢の色っぽい顔も私の快感を増幅させた。

　部屋に響くぐちゅぐちゅと粘膜の擦れ合う卑猥な音はだんだんとテンポを上げた。

　こんなに気持ちが良いセックスは生まれて初めてだった。

　もう、頭がおかしくなりそうで私は吉沢にしがみついた。

「イきそう？」

　吉沢の少し掠れた声が色っぽくて下半身がキュンキュンする。

「もうだめ……おかしくなっちゃう……」

「じゃあ……おかしくなっちゃえ。イクよ」

　ぱちゅんぱちゅんと今までにないほどの激しい抽挿にガクガクと身体が震えた。

「あっ……あっつ……イ、イクっ」

　私の身体から吉沢の肉棒がゆっくりと抜かれた。

　だけど私の身体はまだヒクヒクしていた。

　するとチュッと吉沢が私の額にキスを落とした。

「身体大丈夫？」

　優しく頭を撫でられる。

　そしてティッシュで私の愛液を優しくふき取ってくれた。

　それから吉沢は横になると私を後ろから抱きしめ首筋に優しくキスをした。

　しばらく余韻に浸っていた私だが、ふと我に返った。

　私なんてことしちゃったの？

　好きでもない男と……いくら婚約者と言ってもこれは本物の婚約者じゃないのに。

　胸の奥をぎゅっと掴まれるような痛みを感じた。

　起き上がろうとすると吉沢は静かに寝息を立てていた。

　あなたは何を考えてるの？

















第五章「互いの気持ち」












　翌朝、どうしても平常心でいられる自信がなくて。吉沢の朝食だけを作ると私はおにぎりを一個持っていつもより早く家を出た。

　電車に乗っている間も昨日の事が頭から離れなかった。

　どうして彼は私を抱いたの？

　いや、なんで私は吉沢を受け入れちゃったの？

　単なる婚約者役に身体の相性の良し悪しは関係ないじゃない。

　そこに気持ちは？　それともあれはノリで？

　でも何よりもわからないのは自分の気持ちなのだ。






「やっぱり誰もいないか……」

　いつもより一時間以上も早い出社。

　席に着くと作ってきたおにぎりを食べながらＰＣを立ち上げる。

　それから今日の発送分のファイルを抱え、作業場へと向かった。

　だが、その途中、珍しく社長室の扉が開いていることに気が付きそーっと中を覗いてみると……社長がいた。

　私はいつものように壁を軽くトントンと叩く。

「ん？　そのノックは里奈だな？」

「さすが叔父さん。でもこんな早く出社なんて珍しいね」

「ん？　今からちょっとチェコまで行ってくるからさ」

　相変わらず隣町にでも行くような言い方をするんだから。

　でも東欧は叔父にとって第二の故郷のようなものなのだ。

　私も一度は行ってみたい。

　特に昨夜吉沢とあんなことがあったから余計に国外逃亡したい気分だ。

「かわいいファブリックがあったら仕入れてほしいな～」

「はいはい。わかったわかった。ところでお前今日はめちゃくちゃ早いな。もしかして吉沢と何かあった？」

　ギクッ！

「べ、別に何もないよ。っていうか叔父さん、吉沢から何か聞いてるの？」

「ん？　そりゃ～一応お前の叔父だもんな。よく打ち合わせしてるって報告はあるけど？」

　打ち合わせ？　ってことは昨夜のあの激しかったエッチも打ち合わせのうちに入るってこと？

　体の力が抜けそうになる。

「大丈夫よ。役目はちゃんと果たすから」

　投げやりな言い方に、叔父さんは心配そうに私を見た。

「な、何？」

「これでも心配してるんだぞ。一応嫁入り前の娘だし、こんな早くに出社するとか何かありましたって顔に書いてるようなもんだぞ。それとあんまり吉沢を困らせるなよ」

　こ、困らせてるって……困らせてるのは私じゃなくて吉沢じゃない。

　でも昨日のことを言えるわけもなく、私は大きく息を吐いた。

　すると叔父が私の肩をポンと叩いた。

「ま～色々あるかと思うがちゃんと吉沢と話しろよ。全く二人して泣きそうな顔しちゃって……俺の留守中に何かあっちゃ困るからな」

　え？　なんで二人？

　まさかと思い、後ろを見ると……な、なんで？　何で吉沢がいるのよ！

「みんなが出社するまであと一時間はあるから、この部屋使っていいぞ。あと何かあればメールくれ。じゃあな」

「はい」

　後ろから吉沢の返事が聞こえた。

　叔父と入れ替わるように吉沢が入ってきて後ろ手でドアを閉めた。

　正直話す気になどなれない。

　私は持っていたファイルを抱きしめながら視線を外した。

　一体何を話せばいいの？

　責めたところで昨日のあの時間の記憶がなくなるわけじゃない。

「仕事があるから……」

　社長室から出ようとする私の腕を吉沢が掴んだ。

「話がある」

「私はない」

「それはどうだろう。顔に言いたい事がたくさんありますって書いてあるけど」

　私の顔がカッと熱くなる。

　終わったことをどうこういうつもりはない。

　拒むこともせず私が吉沢に抱かれたことは事実だ。

　ただどういうつもりだったかってこと。

　でも私は単なる婚約者役。後腐れしないという理由で選ばれた都合の良い相手。

　だから答えなんてわかってる。わかってるのにモヤモヤしてる自分が嫌なの。

「別に何もないわ。昨夜のことだって気にしてないから大丈夫よ」

　なんでこんなこと言うの？　と我ながら思う。

　だけど……今の生活を続けていくのなら黙っているしかないじゃない。

　……って私、吉沢との生活を継続したいと思ってるの？

「なあ、今の本気で言ってんの？」

　知りたいわよ。

　本当はなんで私を抱いたの？　って。だけど割り切った関係を続けるのならそれを口にすることはできなかった。

　吉沢がゆっくりと近づいてきた。

「俺は里奈を抱きたかった。だから後悔なんかしてない」

　私は後ずさりをした。

「は？　今までもそうやっていろんな女の人と寝たんでしょ？」

　嫌だこれじゃ、自分が特別じゃないことに怒っているのと同じじゃない。

　だけど吉沢は否定も肯定もしなかった。

　やっぱり婚約者役なんてもうできない。

「ごめんなさい。婚約者役の話などなかったことにしてください」

「里奈？」

「今日、家を出ます。だから申し訳ないけど婚約者役は他の人を探してください」

「それは出来ない！　里奈以外には考えられない。頼む、あと……」

「お願いする理由は、私が吉沢の事を好きにならないからでしょ。だったら私以外の人にも同じように念を押してお願いすればいい事じゃない」

　私は吉沢の返事を聞く前に部屋を出た。






　仕事が終わると私は吉沢の家ではなく、自分のアパートに帰った。

　冷蔵庫に何も入っていないことくらいわかっていたのに、何となく買い物をする気にもなれず、どこにも寄らずに帰ってきた。

　鍵を開け、真っ暗でひんやりとした部屋に入る。

「ただいま……」

　吉沢と生活を始めた頃から増えた言葉。

　それは、おはよう、いってきます、ただいま、おかえりなさい。おやすみなさい。

　独り暮らしの時には挨拶なんてほとんどしていなかった。

　誰かに言ったり言われることがいつの間にかとても心地よくなっていたことに気づく。

　部屋の灯りをつけると、二人掛けのソファーに身体を沈めるように座った。

　吉沢と暮らしている時には座ると何もしなくなるからと言って帰宅するとすぐに家事を始めていた。

　ご飯の用意やお風呂の準備、それに洗濯を取りこんだりたたんだり……。

　それがあの家では当たり前だったし苦にもなっていなかった。

　本当なら、家事をやらなくてもいいんだ。ラッキーって思ってもいいはずなのに……。

　久しぶりの自分の部屋なのに何もやる気が起こらない。

　無音の部屋というのがこんなにも寂しいものなのだと私は初めて知った。

　テレビのリモコンを手に取ると電源を入れた。そして、チャンネルを変える。

　少しは賑やかになるかなと思ったのに、それは雑音にしかならなかった。

　私はテレビを消すとある事を思い出した。

「ゲーム！」

　横に置いていたカバンからポータブルゲーム機を取りだした。

「よかった～持って帰っておいて」

　ゲームの電源を入れる。

　そう、本来私にはこれがあれば何も要らなかったのよ。

　私の恋は全てこの中にある。

　私が今一番集中すべきは蓮斗を攻略する事のみ。

　だが、実際にゲームを始めても前のようなワクワクした気持ちになれなかった。

　少し前はあんなにゲームが好きだったのに……。

　どうしてよ。

　なんで？

　頭にちらつくのは吉沢の顔ばかり。

　それを掻き消そうとしても吉沢のことを考えてしまう。

　昨夜のキスの感触や体に触れる少しごつっとした大きな手。

　私を見つめる艶を帯びた瞳。

　吉沢は私の身体に何を刻んだのよ。

　私は自分の身体をぎゅっと抱きしめた。






　次の日。目を覚ますと朝の光がカーテンから漏れていた。

　結局昨夜はほとんど眠れなかった。

　頭もぼーっとして身体もだるい。やっぱりソファで眠りこけちゃったのがいけなかったのだろうか……。

　でも理由はそれだけではない。

　悔しいくらいに吉沢の事ばかり考えていたからだ。

　どうして？　嫌いなはずなのに、こんなにも気になるの？

「会社行きたくないな」

　吉沢と顔を合わせたくないこともあるけどそれとは別に理由がある。

　寝不足のせいで身体がとてもだるいのだ。

　ストックしてある即席のお味噌汁を一口二口飲んでやめた。

　出勤時間までの数十分、少し横になっていたが、体調は益々悪くなるばかり。

　熱はないだろうと思いながらも、念のためにと測ってみると三十七度六分。

　微妙だ……でもこのくらいなら何とか行けそう。

　それに今日は出荷作業がたくさんあったはず。

　社長も海外だし……私は薬局で買った、風邪薬と少し強めの栄養ドリンクを飲んで会社へ向かった。






　まだ吉沢は出勤していないようなので私は顔を合わさないよう梱包作業に入った。

　私っていつまでこうやって吉沢を避ければいいのだろう。

　こういうことがあると同じ会社って嫌だな。

　そういえば私の荷物が吉沢の家にあったっけ。

　あれもなんとかしなければ……そんな事を思いながら黙々と作業を続けていた。

　だが、体調は時間が経つごとに酷くなっていた。

　作業する手も遅くなり、何度か生あくびをしながらも残り二件分となった梱包作業を続けていた時だった。

　目の前がほわっとして何だか焦点が合わなくなってきた。

　ヤバイと思った時にはもう意識が遠のいて……。






　＊






　頭がめちゃめちゃ重い。

　身体に力がはいらない。

　あれ？　なんだろう天井が見える。

　まさか眠っちゃった？　私、何やってんの？　まだ梱包作業が――。

「あっ。里奈ちゃん大丈夫？」

　声をかけてきたのは森下さんだった。

　しかもよく見ると作業場ではなく社長室だった。

「あの……私何でここに？」

　起き上がろうとするが身体がいうことを聞いてくれない。

「起きちゃだめよ。熱だってあるんだから」

　森下さんに軽く体を押さえられ再び横になった。

「でも、仕事が……」

「こんな状態で仕事なんか出来る訳ないでしょ。今日はもう仕事しなくてもいいから家で身体を休める事、いい？」

　念を押され頷くしかなかった。

　だがやはり仕事を中途半端に残すのはよくない。

「でも残った仕事は……」

「それなら大丈夫よ。今、吉沢君がやってくれてるから」

「吉沢が？」

「倒れてるあなたをここまで運んだのも吉沢君よ。彼ったらもう～～凄い顔して私を呼んだのよ」

　森下さんは思いだし笑いをしながら私を見た。

「彼のあんな顔、私初めて見たわ」

「え？」

　胸がドキドキしだす。

　吉沢が私を社長室まで運んでくれただなんて……。

「それで吉沢くんには家まで送るよう頼んであるから」

「えっ！」

　トントンとノック音が聞こえ森下さんが返事をした。

「はいどうそ」

　吉沢が心配そうに顔を覗かせ入ってきた。

「森下さんすみません」

「いいのよ～」

　吉沢と目が合い咄嗟に視線を逸らす。

「起きて大丈夫か？」

「うん。運んでくれたって聞いて……ありがとうございました」

　そんな私たちの様子を森下さんはニヤニヤしながら見ていたのがすごく気になった。

「元気そうに見えるけど三十八度二分も熱があるからね。吉沢君は納品二件が終われば今日は直帰していいから里奈ちゃんのこと頼むわね」

「わかりました」

　吉沢が答えると、森下さんは「お大事に」といって部屋をでた。

　納品二件で直帰って……と思ったが体調がよくないせいか頭がうまく回らない。

　私はまた目を閉じた。

　それから数時間後、目を開けると吉沢が隣に座っていた。

「送るけど、駐車場まで歩けるか？」

「私のことはいいよ。自分で帰れるから仕事に戻って」

「仕事は終わらせたから大丈夫だ……それよりバッグは俺が持つから一緒に帰るぞ」

　ゆっくりと身体を起こすが、自分が思ったよりも身体が重く感じられ思うようにいかない。

　そんな私をみて吉沢が手を差し出してくれるが素直になれず首を横に振る。

　だが吉沢は差し出した手を引こうとしなかった。

「身体きついんだろ？　こういうときは素直に俺を頼れ」

　いつもと違った厳しい言い方に、私は渋々その手をとった。






　なんとか駐車場までたどり着くと吉沢は後部座席のドアを開けた。

「家に着くまでここで横になってな」

　私は吉沢の言う通り横になった。

　普段なら何とも思わない駐車場までの距離が今日に限っては物凄く遠く感じ、かなり辛く感じたのか、車に乗り込むとそのまま目を閉じた。






「ん……んんっ……」

　身体はまだいうことを聞いてくれず、頭も痛い。

　うっすらと目に映るのは、よく知っている天井だった。

　でもそれは自分のアパートの部屋の天井ではなかった。

　どうして？

　本調子じゃないから眉間に力が入る。

　顔を歪めもう一度自分が今寝ている場所を確認すると吉沢の家の私の部屋だった。

　どうして？

　そういえば吉沢が家まで送ってくれるって言ってたけどここだとは。

　私はなんとか身体を起こした。

　だがやはり頭がぼーっとして思うように動けずそのまままた横になった。

　これじゃあ何のために家を出たのかわからない。

　せっかく元の生活に戻れると思ったのに……。

　でもこれは自分の意思じゃない。

　吉沢が勝手に連れてきたんだから元気になったら出ていく。

　でもこの家に未練がないといえば嘘になる。

　この家は居心地が良すぎた。

　でもそれと吉沢への気持ちはきっと同じではない。

　そんな事を考えていたらまた眠たくなってきて私はそのまま眠ってしまった。






　次に目を覚ますと、心配そうに私を見る吉沢と目があった。

　一体いつからいたの？

「大丈夫か？　何か欲しいものとかあれば言って？」

「……お水が……飲みたい」

　吉沢はミネラルウォーターのペットボトルを急いで持ってきてくれた。

　私はそれを受け取るとお水を飲んだ。

「ありがとう。体調が良くなったら……荷物をまとめてここを出ていくから」

「今はその話をするのはよそう」

「でも……」

　今言わないと気持ちが揺らいでしまう。

「でもじゃない。俺がどれだけ心配したか」

　え？　吉沢が心配？

　たしかにさっき見た顔は心配そうな顔だったけど。

「ごめん……なさい」

「とにかく今はゆっくり休んで……話は元気になってからな。それと水はここに置いておくから飲んで」

　吉沢はそういって部屋を出ていった。

「はあ～」

　思わずため息が出てしまった。

　なんであんな優しい顔するの？

　なんでそんなに優しいの？

　私が病人だから？






　胸の奥がぎゅーっと痛くなる。

　本当はこの痛みの原因を私は知っている。

　でもそれを認める訳にはいかない。

　だって私は後腐れない婚約者役だから。

　頭ではわかっていながらも涙が伝っていた。






　どのくらい眠っていたのだろう。随分身体が軽くなった。

　枕元にあった体温計で体温を測ると三十六度六分とずいぶん下がった。

　ゆっくりと身体を起こし、時計を見ると夜の九時を少し過ぎていた。

　しっかり汗をかいたらしく身体中べたべたしている。

　体温も平熱に戻ったのでお風呂に入ることにした。

　部屋を出ると居間の方からテレビの音が聞こえてきた。

　きっと吉沢がテレビを見ているんだろう。

　私は足音をたてないようにしてバスルームへと向かった。






　汗でべたべただった身体を洗い流し生き返ったような気分だ。

　ここのお風呂はアパートのお風呂よりも断然広く、足だって伸ばせる。

　心地よすぎる場所から離れるのって結構難しいことなのだと実感する。

「でも明日には荷物まとめて帰らなきゃ」






　お風呂からあがりそのまま部屋で寝ようと思ったのだけれど、居間の明かりが気になりそのままそちらの方向へ勝手に足が動いた。

　隙間から覗くと、吉沢が縁側に足を投げ出しながら空を見ていた。

　何を思い、何を考えてるのだろう。

　私に気がついたのだろうか、吉沢が急に振り向いた。

「里奈、もう大丈夫なのか？」

　吉沢があまりにも心配そうな目をするからなんだか恥ずかしくて視線をそらす。

「うん。熱も下がって……それで今お風呂に入らせてもらった」

「気分は？　のぼせたりしてない？」

　大事なものを見るような目が今の私にはものすごく辛い。

「大丈夫。……その、今日はいろいろとありがとうございました」

　吉沢はホッとしたような表情を見せると、再び視線を月に向けた。

「今日ってさ……満月らしいね」

「満月？」

「体調が良くなったのならちょっと座らない？」

　そう言うと彼は、私の定位置になった縁側の片方の席を指さした。

　いつもならなんの迷いもなく座れるのに、今日でこれも最後だと思うと胸が締め付けられる。

　躊躇いながらも座ると、吉沢は私に膝かけを差し出してくれた。

　相変わらず優しい。

　嬉しいはずなのに気持ちは重かった。

　すると吉沢が口を開く。

「俺さ……この家に住んで結構長いんだけど、ここで月見なんてしたことなかったんだ。もちろんここで酒を飲む事もね……だけど里奈が来てから、いつの間にかここで月や星を見ながら酒を飲んでたわいもない話をするのが本当に楽しくてさ……里奈と一緒にいることが当たり前のように思えてたんだ」

　私は黙って吉沢の話を聞いていた。

「その当たり前が突然なくなって……それでも昨夜一人でここで飲んでたけど……ちっとも楽しくない。あんなに夜が長く感じたことはなかった。今まで一人でいる事なんて何とも思わなかったのに一人が寂しいって思ったのは初めてだった」

　まさか私と同じことを思っていたなんて……。

「私も、吉沢洗濯物は取りこんだのかな？　とか、ご飯はどうしたのかな？　とか誰もいない部屋に、ただいまとか言っちゃったり……好きなゲームも全然面白く無くなってて……」

　今日で最後だというのに未練がましいことを言っている自分が情けなくなる。

「俺だってただいまとか……今朝もついおはようとか言ってたよ。誰もいないのに」

　吉沢はフッと笑いながら頭を掻いてまた空を見上げた。

「ここにいてほしい」

「でも私は……」

　偽の婚約者と言おうとしたが胸が苦しくて口に出せなかった。

「一緒にいたいんだ」

　吉沢の視線は月から私へと移る。

　熱い視線が私の胸の中をギュッとさせた。

　どうしてそんな目で見つめるの？

　どうして？　なんでそんなに優しくするの？

　そんなに優しくされたら好きだって認めてしまうじゃない。

　でもそうなった時に一番困るのは吉沢じゃない。

『問題はこの関係を解消した時なんだ。万が一俺のことを本気で好きになったら後々面倒なことになる。その点橘さんが相手ならそういうことにはならないでしょ？』

　そういったのは吉沢だった。

　それなのにずるいよ。

「なんで？」

「え？」

「なんでそんなに私の心を掻き乱すの？　吉沢なんか嫌いだったのにどうしてそんなに優しいの？　どうしてあんなデートするの？　どうしてあんな素敵なプレゼントくれるの？　どうして私を抱いたの？　嫌いだったはずなのに吉沢のことばかり考えちゃう。だからこれ以上一緒にいたら私……」

　吉沢の顔がぼやけて見える。

　気づけば目から大粒の涙がこぼれていた。

　すると吉沢が手を伸ばし私の頬に伝った涙を拭った。

　そしてその手をぎゅっと握り締めると何か思いつめるように私から離れた。

　やっぱり私の気持ちなど受け入れられないんだ。

　わかっていてもやっぱり辛い。

　結局新しい恋なんて私には無理だったのよ。

　自分の気持ちに気づいてしまった以上もう一緒にはいられないし、この先会社で顔を合わすのも正直耐えられる自信がない。

　やっぱりいつまでもここにいちゃいけない。

　そう思った時だった。

「ごめん」

「いいの。私の方こそごめん。私体調崩してどうかしちゃったのかも。思ってもいないこと言っちゃったみたい忘れて」

　どんな顔してるだろう。笑って言えたかな？

「違うんだ……だけどこれ言ったら逆に俺の方が嫌われるかも」

　嫌われてるのは私でしょ？

　すると急に吉沢が姿勢を正した。

「嘘なんだよ」

「嘘？」

　その意味がわからず問いかけた。

　吉沢は唇を固く結ぶと何かを決心するかのように深呼吸をした。

「お見合い話は嘘なんだ」

「え？」

　私は自分の耳を疑った。

　じゃあ何のために今まで一緒に住んでいたの？

　思ってもいない彼の言葉に私は混乱した。

「驚かせて本当にごめん。だけどそうでもしないと里奈が俺の方を向いてくれないと思っていたんだ。だって俺のこと嫌いだっただろ？」

　確かに嫌いだった。

　イケメンでいつも女性の影がちらついていて、そのくせ仕事ができる。

　そんな彼を羨ましく思うと同時にそれを嫌いだと思い込んでいた。

　優しくされることも拒絶し、彼の良さを見ようとしなかった。

　吉沢は話を続けた。

「ずっと好きだったんだ。だから何とかして振り向かせたくてこんなとんでもない事をしてしまった」

　知らされた事実にまだ頭が追いつかない。

　今、私のことがずっと好きって言った？　ずっとっていつから？

　でも今はそれよりもお見合いが嘘だったことの衝撃が大きかった。

「じゃあ婚約者役というのも……」

「ああ、お見合い自体ないから婚約者役も嘘だ」

「じゃあ、デートやこのネックレスは？　全て本物だったってこと？」

　吉沢はコクンと頷いた。

「後腐れのない関係というのも嘘だったってこと？」

「そうでも言わないと君が引き受けてくれないと思ったんだ」

　全身の力が抜けた。

　好きになったらこの関係が終わってしまうと思っていた私は、吉沢への恋心に気づかないふりをしていた。

　でも一緒にいればいるほど思いは膨らむばかりで本当に辛かった。

　嘘をつかれたことへのショックはある。

　だけどそれ以上に好きな気持ちを諦めなくていいことの安堵の方が大きかった。

「ずっと好きだったんだ。本当は何度も告白しようと思ってたんだ。だけど、里奈が俺の前からいなくなるんじゃないかと思ったら言えなかった」

　彼の口から紡がれる言葉はどれも私がずっと欲しかった言葉だった。

「だからずっとここにいてほしい」

　吉沢の手が私の髪を優しく撫でる。

「でも俺の気持ちに応えられないのなら逃げてくれ」

　鋭く熱いまなざしに私はもう自分の気持ちを素直に認めるしかなかった。

「手遅れよ。吉沢のことが好きだって認めちゃったんだもん」

　私の声は上ずっていた。

　恋なんてもう二度とできないと思っていた。

　誰かと同じ思いで繋がるなんてことも諦めていた。

　吉沢が私をぎゅっと抱きしめた。

「里奈」

　私の名を呼ぶと、安堵したのだろうか、大きく息を吐いた。

　いつも自信たっぷりで怖いもの無しの吉沢が私の前では別の顔……いや素顔を見せる。

「絶対に離さない」

「うん」

　そしてどちらからともなく見つめ合うと互いに顔を近づけキスをした。

　初めて吉沢とした時のキスは彼が何を考えているのか全くわからず、不安ばかりで全く余裕がなかった。

　つらい失恋で人に愛されること、人を愛することの嬉しさを忘れかけていた。

　だけどそれを吉沢が思い出させてくれた。

　まるで磁石のように私たちは触れては離れ、触れては離れ啄ばむようなキスを繰り返した。

　だがキスはだんだんと激しさを増した。

「好きだ」

「私も好き」

　キスの合間の甘いささやきが私の鼓動を加速させた。

「口を開けて」

　言われるがままに口を開くと吉沢の舌が入ってきた。

　互いの舌が絡み合い、息遣いが荒くなる。

　私の口の中で吉沢の舌が激しく動き、全身の力が抜けそうになる。

　だけど吉沢はキスを止めようとしない。

　舌先で私の唇を弄ぶように輪郭をなぞったり吸い付いたりする。

　濃厚で身体が火照るようなキスだけで下半身がキュンと締め付けられる感覚に襲われた。

　どうしよう……私キスだけで濡れてしまった？

　それが恥ずかしくて身体に力が入る。

　すると唇がパッと離れる。

「ご、ごめん。同じ気持ちだって思ったらもう、抑えられなくなった」

　大好きな人に触れられて身体が反応しているなんて恥ずかしくて言えない。

「とりあえずまだ熱が下がったばかりで体調が万全じゃないから今日はもう寝よう」

　もちろんそれは重々わかってる。

　だけど熱のせいなのか、気持ちの制御がうまくいかず片時も離れたくないって思ってしまった。

　それが顔に出てしまっていたのか、吉沢が少し困った顔をしている。

「そんな顔するな。離したくなくなるだろ」

「だって――」

　私も同じ気持ちなんだもん。と言おうとしたその時、吉沢が私の手を掴んだ。

「やっぱ無理だ」

　そう言った吉沢に手を引っ張られ、そのまま彼の部屋へと連れて行かれた。

　実は吉沢の部屋に入るのは今日がはじめてだった。

　部屋に入ると真っ暗で、目を凝らして認識できるのは大きなベッドだけだった。

　ベッドに促され腰を下ろす。

　すると吉沢の手が伸びてきて、私のパジャマのボタンに手をかけた。

　上から順に慣れた手つきでボタンが外されると、両手を上げさせられパジャマを脱がされる。

　普段、ブラをつけずに寝る癖があり、この日ももちろん身につけていなかった為気付いた時にはもう、上半身が露わになっていた。

　恥ずかしくて咄嗟に手で胸を隠そうとするが、吉沢はそれを阻んだ。

「だめ、俺によく見せて」

　吉沢は視線を私の胸で止めると「すごく……綺麗だ」と吐息の混じった声で囁いた。

　彼の手がのび、私の鎖骨のあたりに触れるとゆっくり降りてくる。

　胸の頂で手が止まると胸全体を包み込むように優しく触れた。

　そして吉沢の指は尖った部分を刺激するように優しく撫で回した。

　触れられた部分に衝撃が走り、身体が反ってしまう。

　しかも尖った部分はちょっとの刺激に敏感になり硬くなっていく。

「まだ少ししか触ってないのにもうこんなに硬く尖ってる」

　その言葉だけで身体中がキュンと締め付けられる感覚に襲われる。

「恥ずかしいから……そんなこと言わないで？」

　説得力のない抵抗は吉沢を煽ったようだ。

「嘘はダメだよ。こうされるのが好きなくせに」

　吉沢は胸を揉みしだきながら敏感な頂を摘む。

「あっ……あんっ！」

　首に力が入らなくなり右へ左へ動き出す。

　すると吉沢がキスしそうな距離まで近づく。

「横になって」

　甘くねっとりした声に黙って従う。

　吉沢は愛おしそうな目で見下ろしていた。

「里奈」

「何？」

「俺のこと名前で呼んで」

「え？」

「俺たちもう本物の恋人だよ。一樹って呼んでくれ」

　どうしよう。別の意味で緊張する。

　だって名前なんて呼んだことないんだもん。

　でも……。

「……一樹」

　恥ずかしくて消え入りそうな声で呼んでいた。

「ダメ、もう一回」

　言葉とは裏腹に彼の顔はなんだか嬉しそうだった。

「一樹」

　もう一度名前を呼んでみた。

　すると一樹は口に手を当てた。

「やばい。ちょっときた」

　すると一樹はきていたＴシャツを勢いよく脱ぎ、ベッドの下に放り投げた。

　そして私に覆いかぶさるようにキスで口を塞いだ。

　啄ばむようなキスを繰り返すうちに気持ちが高ぶり、互いに舌を絡ませた。

　糸を引くように唇が離れると一樹の舌先が首から胸へと下がっていく。

　既に一樹の指でコリコリに硬くなった胸の先端を舌先で転がされる。

「はぁん……んぁ……あっ」

　敏感になった私の身体は制御が効かなくなり、体を仰け反りあられもない声が止まらなくなる。

　一樹はそんな私の反応を喜んでいるかのように下から上へと舌先を使い胸の先端を弾く。

「んくっ……んんっ……んああっ！」

　度重なる強い快感で私の下半身は既に疼き、自分の意思とは関係なく足がもぞもぞと動いてしまう。

　すると一樹の右手が私の体のラインをなぞるように優しく触れながらその手をショーツの中に滑らせた。

　既に湿り気を帯びたショーツはその役目を果たしてはいなかった。

「ここすごいことになってるよ。これじゃ下着が可哀想だ」

　そう言うと私の身につけていたものを勢いよく下ろした。

　それから私の両膝に手をかけると股を大きく広げる。

「いや、恥ずかしい」

　羞恥の声を上げるが一樹は不敵な笑みを浮かべ、湿り気を帯びた敏感な場所に指を滑り込ませた。

　そしてゆっくりと擦り上げる。

　自分でもわかってしまうほど湿ったその場所は一樹の指によってくちゅくちゅと卑猥な音を発している。

「もしかして胸だけでこんなにしちゃったの？」

　意地悪に尋ねられ、恥ずかしさのあまり首をブンブンと横に振る。






「ダメだよ。嘘をついちゃ。だって今触ったばかりなのにもうこんなにぐっしょりしてる」

　指を抜くとそこに絡みつく愛液をわざと私に見せる。

「しょうがないな。俺が舐めとってあげるよ」

　指についた愛液を舌先で舐めとると、そのまま茂みに舌を入れた。

「ああっ！」

「すごい、こんなに溢れさせるなんて……エロいな」

「誰がそうさせてるの？　……んっ……ああっ」

「俺に決まってるだろ」

　一樹は蜜を絡め取るように吸い付いた。

「ああっ……だめッ……ああっ！」

　あまりの快感に腰を動かさずにはいられなくなる。

「いやらしいな。腰が動いてるよ」

「だって……だって……」

　もう、おかしくなりそうだった。

　なんとか堪えようとシーツを強く握りしめる。

「だって……なに？」

　一樹が顔を上げた。

「おかしく……なりそうなんだもん」

　一樹は口についた蜜を手の甲でぬぐいながらニヤリと笑った。

「じゃあ、俺にもっとエロい顔見せて」

　再び一樹の指が私の中に入ってきた。

　そして激しく指を抽挿する。

　身体がガクガクして私を深い快感へと導く。

　嬌声が激しくなると一樹が満足そうに口角を上げる。

「ここがいいの？」

　たまらない快感は私の理性を壊していく。

「ここ……ここが……いいの」

　その言葉を合図にするように一樹の動きが激しくなった。

「今からイかせてあげる。俺の手を握って」

　私は一樹の指に自分の指を絡ませた。

　激しくなる動きに腰は浮き手に力が入る。

「はっ……はっ……ああっ……い……イっちゃう」

「いいよ。イってくれ」

「あっ……ああっ……あああっ……!!」

「もう……もうダメ……すごいの……すごいの」

　尋常じゃない刺激に理性を失った。

　それでも快感は止まらず私の体は大きく仰け反った。

「イった？」

　髪の毛を撫でながら問いかけられ、私は小刻みに頷くのが精一杯だった。

　一樹は私のおでこにチュッとキスをすると身体を起こし、自分の身につけている全てを脱いだ。

　そして口にくわえたスキンの袋を引きちぎると手慣れた手つきで装着した。

「入れるよ」

　ゆっくりと腰を落としそそり勃った一樹の肉棒が私の秘部に入ってきた。

「ああっ……」

　私の中に彼が入ってくるのが快感とともに伝わってきて声を出さずにはいられなかった。

「俺のが入っているのわかる？」

　私は唇を真っ直ぐ結び頷く。

「動くよ」

　一樹がゆっくりと抽挿する。

　彼の腰の動きに合わせるように自分ではないような声が出てしまう。

「あっ……あっ……」

　薄暗い部屋に目が慣れて一樹の姿がしっかりと私の眼に映る。

　聞こえるのは抽挿するたびに部屋に響くずちゅずちゅという卑猥な水音と一樹の荒い息遣い。

　私は普段見ることのない色っぽすぎる一樹の表情だけで感じてしまう。

「す、すごい締め付け」

　一樹が私の奥を激しく突いてくる。

「ああっ！　……か、一樹……ダメッ」

　激しい快感に私の足の先は、つってしまいそうなほどにピーンと伸びる。

　だが一樹は動きを止めるどころかさらに激しく突いてくる。

「ダメじゃなくて……いいんだろ？」

　頷けばいいのか違うと答えたらいいのか……それすらわからない。

「はぁん……あっ……ああっ……」

「里奈……好きだよ」

「か……一樹……私も……あっ……好きっ！」

　互いの息遣いの間隔が短くなる。

　快感が波のように押し寄せこれ以上激しいと自分が壊れてしまうのではないかと口を強く結ぶ。

「里奈……俺にしがみついて」

　私はシーツを握りしめていた手を一樹の首に回した。

　私たちの距離はより近づき、求めあうように唇を重ねる。

　どうしようもないほどの愛おしさが襲いかかる。

　好き……一樹が好きでたまらない。

　ずっとずっと抑えていた気持ちを解放するように貪るようなキスをした。

　そして唇が離れると耳元に唇をはわせ一樹が囁く。

「一緒にイこう」

　その言葉が合図となり、私たちは一緒に果てた。

　一樹が私の胸に顔を埋めた。

　私は一樹の髪の毛を自分がされたように優しく撫でた。
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　翌朝、一樹の部屋で目が覚めた。

　横には髪の毛が少し乱れた一樹の姿があった。

　静かに寝息を立てて眠る一樹を見ていたら昨夜の事を思い出し、かーっと顔が熱くなる。

　もっとここでまったりしたいところだけど今日は普通に仕事があるのでゆっくりはしていられない。

　私は朝食を作るため一樹を起こさないようにゆっくりと起き上がりベッドの下に乱雑に落ちている下着を拾いあげ、バスルームへと向かった。

　シャワーを浴び終えるとあり合わせの食材で簡単な朝食を作った。

「何作ってるの？」

　パッと振り向くと台所の入口で一樹は腕を組みながらもたれかかっていた。

「あっ……お、おはよう」

「おはよ～。起きたら里奈がいなくて一瞬どきっとしたけどお味噌汁のいい匂いがしたから安心したよ」

「いなくなっちゃうって思ったの？」

　一樹は首を横に振ると、優しく微笑む。

「ねえ……こっち来て」

「でも朝ご飯が……」

「わかってるけどちょっとだけ」

　手招きする一樹の方まで歩み寄ると、のばしてきた腕に捕らえられぎゅっと抱き締められる。

「確認するけど……俺たちが恋人同士になったってわかってる？」

「う、うん」

　すると一樹は私の顎に手をかけくいっと持ち上げ軽いキスをした。

　昨夜はこれと比べ物にならないほどの濃厚なキスをしたのに、私はこんな触れるだけのキスでもうドキドキ。

「あと……わかってると思うけど里奈の家はもうここだからね。これからのことは追い追い決めていこう。じゃあごはん食べようか」

「う、うん」

　昨日までの私は一樹への募る思いに戸惑い悩んでいたが、お互いに惹かれあっていたことを知った今、こうやって一緒にいるだけで心が満たされる。

　一樹は機嫌良さそうにふふ～～んと鼻歌まじりで私の横をすり抜け、用意した朝食の載ったトレーを持って運んでくれた。
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　いくら恋人同士になっても仕事とプライベートは別。

　私たちは今まで通り時間差で出勤することにした。

　一樹のいうお見合いというのは嘘だった。嘘をつかれたことへの怒りはあるかって？

　もし嫌いなままだったら怒っていたかもしれない。でも好きになってしまったらもう後の祭り。

　そういえばずっと好きだったって言ってたけど一体いつから私の事を好きになったのだろう？

　そんなことを考えていたら机を拭く手に力が入った。

　しばらくするとみんながぞろぞろと出勤してきた。

　その中から森下さんを見つけ駆け寄った。

「森下さん！」

「里奈ちゃん、もう体調はいいの？」

「はい。お陰さまでこの通り元気になりました」

　ガッツポーズで元気をアピールする。

「昨日、忙しくて里奈ちゃんの事、吉沢君に丸投げしちゃったけど……大丈夫だった？」

「はい……家まで送ってくれて」

　本当は同じ家に住んでます。なんて言えないけど……。

　すると森下さんが急にクスクスと笑いだした。

「あっ、ごめんなさいね。昨日の吉沢くんを思い出してね。あんな慌てふためく顔はそう滅多に見られないもの。いいもの見せてもらったわ」

　思い出し笑いをしながら話す森下さんの頭上から低い声が加わってきた。

「なーにがいいもの見せてもらった……ですか？　森下さん」

「ヤダ～吉沢君！」

　一樹に気づいた森下さんは驚き、声が裏返った。

「そういう話は僕のいないところでしてほしいんですけど……っていうか森下さん。

　これからすぐの打ち合わせが一件入ってますよ」

「あっ！　そうだった」

　森下さんは急いで席に戻った。

　私も「梱包しなきゃ」と言いその場を離れようとした。

　だが一樹に呼び止められてしまう。

「橘さん。もう体調はいいの？」

　今のは絶対わざとだ。

「あっ……はい。昨日は送ってくれてありがとうございました。お陰さまでもう元気です」

　森下さんにしたようにガッツポーズをすると一樹がほくそ笑む。

「そういえばさっきからずっと腰に手を当ててるみたいだけど……そっちは大丈夫？」

　わざと森下さんに聞こえるような声で尋ねてきた。

　すると案の定森下さんが駆け寄ってきた。

「え？　腰も痛めたの？」

　私ったら無意識のうちに腰に手を当てていたようだ。

　でもその腰の痛みの原因は昨日の濃厚な夜。

　一樹は私の反応を楽しんでいるようだった。

「仕事柄重いものを持ってるせいで時々痛くなるんです。でも湿布貼ったんで大丈夫ですよ」

　なんとかうまく理由を作った。

「本当？　ならいいけど……ほら私たちの仕事って見た目はおしゃれな感じだけど思っている以上に肉体労働だもんね。お互い気をつけなきゃね」

　優しい言葉を投げかけてくる森下さんだが横にいる一樹は違った。

「もう大丈夫なんだ。じゃあもっともっと頑張ってもらわないとね」

　含み笑いを浮かべながら話す一樹にあたふたするのは私だけだった。
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　それから一週間後、叔父がチェコから帰ってきた。

　今回のお見合い話は元々叔父からきたものだった。

　ということはこのありもしないお見合い話には叔父も一枚噛んでいたことになる。

　二人で私を騙したことにはムカつくけど、結果的には一樹と恋人同士になれた。

　だから一応報告の義務があると思った私たちは、仕事終わりに社長室へと向かった。

「え？」

　叔父は驚いた顔で私たちを交互に見た。

　きっとお見合いが嘘だったってことがバレたのと、本当に付き合ってるんだという二つの理由があってのことだろう。

「本当よ叔父さん」

「そ、そうか……それは良かった。うんうん」

　私は叔父さんと一樹を交互に見た。

「ところでこのありもしないお見合い話を考えたのはどっちなの？」

　責め立てる気はない。

　ただ、どうしてこうなったのかの経緯だけは知りたかった。

　もちろん、一樹に何度か聞いたけど「社長が帰ってきたら」の一点張り。

　なので今日まで待ったのだ。

　口を開いたのは叔父だった。

「俺だよ。二人で飲みに行ったときに、酔った勢いで吉沢がお前のことが好きだと言ったんだ。最初は冗談かと思ったが……翌日、改めて確認したら間違いないと言ったんだ」

　初めて知る事実に私は驚きを隠せなかった。

　そういえば、私が水族館やクラゲが好きだということをなぜか一樹は知っていた。それも、叔父から情報を収集していたのだろうと考えると腑に落ちた。

「だがな、俺が大事な姪っ子を吉沢に託してもいいと思ったのには別の理由があるんだよ」

「え？」

　私は一樹を見た。

　一樹は複雑な表情を浮かべていた。

「ま～その話は俺ではなく本人から聞くのが一番だと思うけどな」

　叔父さんが吉沢に託すほどの理由ってなんだったんだろう。

「まあ、結果的にこうなってよかったと思ってる。だがな、仕事とプライベートは区別するように」

『はい』

　私と一樹の声が重なった。

　叔父さんはそんな私達を交互に見ると大きなため息を零した。

「しかし、こいつは叔父の俺がいうのもなんだが大変だぞ。本当にいいのか？」

「ちょ、ちょっと叔父さん。何が大変なのよ。変なこと言わな――」

「彼女がいいんです」

　迷いの無い彼のまっすぐな言葉に幸せを感じた。
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　仕事を終え帰宅すると、待ってましたとばかりに尋ねる。

「ねー。叔父さんが一樹に私を託していいと思った理由を教えてよ」

　一樹は首に手を当てながら顔をしかめた。

「ね～、教えて？」

　しぶとく食い下がると一樹は仕方なさそうに私を見た。

「わかったって。でも腹減ってるだろ？　晩飯作りながら話すよ」

　一樹は面倒くさそうに返事をすると着替えると言って部屋へ向かった。

　私は着替えを後回しにし、そのままキッチンへと向かった。

　今日はナポリタンを作る予定であらかじめ材料は揃えておいた。

　具材を炒めていると着替えを済ませた一樹がキッチンに入ってきた。

「俺、パスタ茹でようか」

「うん、お願い」

　一樹も料理をする人なので二人ですると早いのだ。

　沸騰した鍋に塩を入れパスタを入れると、一樹は次の料理に取り掛かる。

　スライスしたトマトとモッツァレラチーズにトリュフオイルと黒胡椒をかけた簡単なカプレーゼだ。

　そして私はその隣で冷凍庫に眠っていたエビとエリンギをエスカルゴバターで炒めた。

　それにしても、先程尋ねた理由を教えてくれる気配はまだない。

　すごく気になるけどこれ以上しつこく聞くと教えてくれなくなると思い、聞くのは我慢した。

　晩御飯の準備が整うと一樹がワインを取り出した。

　二人で乾杯をし、食事を楽しんだ。しばらくすると一樹が箸を置き、残り少ないワインの入ったグラスを一気に飲み干した。

「俺が担当しているwildberryの宮田さんを知ってるよね」

　一樹の口から出た名前にどきっとした。

　私は黙って頷いた。

　すると一樹は話を続ける。

「その宮田さんの旦那さんが里奈の元カレだったことを知ったのは、里奈が森下さんと開店準備のためにwildberryに行った次の日だった。実はその前日、里奈が誰もいなくなった事務所で泣いている姿を見てしまったことは前にも話したよね」

　事務所で泣いている姿を見られたことは付き合う前に一樹の口から聞いていた。

　だけどその理由まで知っていたなんて……私は驚きのあまり声が出なかった。

「あの時は本当に驚いたよ。俺の前ではいつも強気だったし、嫌われていたから会話もあまりなかった。よっぽどのことがなければあんな嗚咽が出るほど泣かないと思って、翌日森下さんに聞いたんだ」

　一樹の話では森下さんは話すのを渋っていたそうだ。

　きっと私を気遣ってのこと。

　だけど一樹の必死の懇願に森下さんは全てを話したのだそうだ。

「それまでの里奈に対する印象は正直そんなにいいものじゃなかった。俺に対して敵対心むき出しで、冗談も通じないし真面目だったし……俺のことあからさまに嫌ってたからな」

　今思うと嫌いというより一樹のことが羨ましかったのだと思う。

　だって彼はプライベートも充実していそうだったし、何の不自由もしていなさそうだった。

　私はというと、必死になって働いて、休みの日ぐらい大好きな彼との時間を持ちたいと思っていたのに智洋とはすれ違いばかり。

「ごめんね……私って相当ひねくれてたって思う」

「謝らなくていいよ。俺も素直じゃなかったしね。たださ……森下さんから話を聞いたとき、自分でもよくわかんなかったんだけど無性にお前を守りたいって気持ちが湧き上がったっていうか……。とにかく俺が守ってやらなくて誰が里奈を守るんだって勝手に思い込んじゃって」

　一樹は照れを隠すかのように口に手を当て明後日の方向を見た。

　担当が急に森下さんから一樹に変わったのも全て私のためだったの？

「でもさ、今思えば好きだったから守ろうと思ったんだろうね。それに気づくのに随分時間がかかったよ。でも里奈との距離は縮まることはなかった」

　一樹は叔父と二人で飲む機会があってそこで今までのことを話したら『里奈を頼む』と言われたらしく、それで偽のお見合いを思いついたというのだ。

　そんなこととも知らず私は一樹のやることにいちいち腹を立て、そのくせ目が離せなかった。

　でも私の知らないところで私はいろんな人に守られていた。

　森下さん、叔父さん。そして一樹。

　熱いものがこみ上げ頬を涙が伝う。

「里奈？」

　名前をよばれ涙が溢れ出した。

「ありがとう。私……こんなにも……守られていたんだね」

　だが、一樹はそれを否定するように首を横に振った。

「俺のやったことは守ったうちには入らないよ。里奈を俺だけのものにしたくて必死なだけ。実際に俺は里奈の過去を忘れさせたわけじゃないからね」

「違うよ。それは違う。私は一樹と一緒にいることで前を向くことができた。恋愛を諦めていた私に人を好きになる幸せをたくさんたくさん教えてくれた」

　感謝してもしきれない。

　もし一樹に出会えなければ私は未だに現実から逃げていたと思う。

「それと……もう一つ誤解があるんだ」

「もう一つ？」

　私は手の甲で涙を拭うと一樹は席を立ち私の隣に移動した。

「里奈との接点が欲しくてわざと電話番をさせてたけど……あれ本当は俺宛の電話じゃないんだ」

「え？　どういうこと？」

「電話では俺の名前になってたけど……本当は社長だから」

　ますます頭が混乱する。

　聞けば、可愛いお姉ちゃん達のいるお店によく行っていたのは社長である私の叔父だった。

　面倒だなと思うときは必ず「橘」ではなく「吉沢」と名乗っていたそうだ。

「あんな脅すような真似をしてごめんな。最初は俺が対応してたんだけど、しつこくて……女性に頼めば相手もすぐ引き下がると思ったんだ。というのは建前で、憎まれてでも里奈とのつながりが欲しかったんだよ」

　確かにあの時は女性の影がいつもちらついていて酷い男だと思った。

　でもそれは私の大きな勘違いだということは一緒に生活をしてわかっていた。

「だけどそれがあったから今、私たちはこうして一緒にいるんだよね」

　そう、全ての出来事があって今がある。

　たとえ嘘から始まったことだとしてもそれは私たちには必要なことだったはず。

　私は一樹の肩に自分の頭を乗せた。

「これからもっともっとたくさんの思い出を作ろうね」

「……ああ」
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　付き合い始めて三ヶ月が過ぎた。

　今まで一人で住んでいたアパートを引き払い、私たちは同居から同棲へとステップアップした。

　そんなある日の休日。

　朝食を済ませ、私は洗濯、一樹は仕事を持って帰ってきたのかＰＣに向かっていた。

　洗濯ものを干し終えひと段落したところでコーヒーを淹れる。

「どう？　進んだ？」

「うん……あともう少し。これ終えたらどこか出かける？　明日も休みだからちょっと遠出っていうのもいいかも」

　二人で遠出はしたことがなかった。

「うん。行きたい」

　早速どこへ行こうかとスマートフォンを持ったその時だった。

　突然チャイムが鳴った。

　私は一樹と顔を見合わせた。

「何か頼んだ？」

「いや、何も」

　我が家のチャイムが鳴る事はそう滅多にない。あったとしても宅配や郵便ぐらい。

「ちょっと出てみるね」

「ごめん」

　そう、家は中の構造は割とハイテクなのだけど、外観は古くインターフォンもついていない為、誰が尋ねてきたのかわからないのだ。

「はーい。どちら様ですか？」

　返事をしながら戸を開けるとそこにはキャラメル色のジャケットとチノパン姿で、歳は七十代くらいの品のよさそうなお爺さんがスーツケース二つを持って立っていた。

「あの……どちら様でしょうか？」

　恐る恐るきいてみる。

「そういうあんたは誰だい？」

　質問を質問で返された。

　普通は尋ねてきたおじいさんが先に名乗るものでは？

　私とおじいさんの沈黙が続く。この沈黙に耐えられないと思った時だった。

「おーい里奈。どうし……え？　じいちゃん！」

　じいちゃんて……ええええ？

　目の前にいる人は、この昭和の匂い漂う家の本当の持ち主である一樹の祖父だった。

「あ、あの……ご挨拶が遅れましたが、橘里奈と申します。一樹さんとお付き合いさせていただいておりまして……」

　一緒に住んでますって本来の家主には言い難く、一樹に視線を送る。

「じいちゃん、俺彼女とここに住んでるんだよ」

　一樹はごく当たり前のようにさらっと言った。

　結婚もせずに男女が同じ屋根の下で寝食をともにするなどけしからん。とか言われるに違いないと思いドキドキしていた。

　だがおじいさんは意外にも好意的だった。

「一樹がこんなべっぴんさんと同棲か」

　想定外の言葉に私は目を丸くした。

　だが一樹はあからさまに不機嫌になっている。理由は別にあった。

「あのねじいちゃん。そんな事より帰ってくるなら帰るって一言連絡してくれてもいいんじゃないの？　こっちだっていろいろと都合ってもんがあるんだよ」

　だがおじいさんは一樹の言葉などまるで聞いちゃいない。

「里奈ちゃんだったっけ？　こんな融通の利かない男といるよりわしの方が断然面白いぞ！　どうだい……今からデートでも」

「じいちゃん！」

　間髪入れずに一樹が割って入る。

　一樹はいたって真面目だが二人のやりとりが面白くて笑いが止まらなかった。

　話によるとおじいさんはイタリアで有名な絵画の修復をする職人さんらしい。

「で？　今回日本に帰って来た理由はなんだよ。どうせろくな理由じゃないんだろうけどさ」

　するとおじいさんは箸を上げ下げするようなジェスチャーを入れながら「そば」と言った。

「蕎麦？」

　一樹の呆れ返った声が玄関に響く。

「そう、久しく食べてなくてな～でもどうせなら本場の蕎麦が一番と思って帰ってきた」

　私と一樹は顔を見合わせたまま固まった。

　そばが食べたいと言う理由だけで帰国?!

　ちょっと信州までそば食べに……ってレベルじゃない。

　多分一樹はこのおじいさんには絶対勝てないと、私は感じた。

「で？　食べたかったそばは食べましたか？」

　私が尋ねるとおじいさんは私をじっと見つめた。

「いや、これがまだなんだよ。せっかくのお蕎麦も一人は寂しいから里奈ちゃん、わしと一緒にそばを食べに行かないかい？　そばデート♪」

　笑った顔が一樹にそっくりでなんだかお断りするのもかわいそうだ。

　一樹を見ると不機嫌全開だ。

　そりゃそうよね、仕事を早く片付けたら遠出しようとさっき話していたばかりだったから。

「なんでじいちゃんが里奈とデートすんだよ。蕎麦なら俺がうまいところ連れてってやるよ」

　まるで駄々をこねてる小学生のようだ。

「いい大人が子供みたいに駄々こねてるんじゃない。そんな事言ってると里奈ちゃんが愛想尽かすぞ～」

　おじいさんの言葉に唇をかみしめて完全に不貞腐れる一樹。

　でも、私はおじいさんと話がしたかった。

　だって私の知らない一樹の話を聞けると思ったからだ。

「一樹……ダメかな？　お蕎麦だけ食べたらすぐに帰ってくるから」

　一樹は大きなため息を吐くと「勝手にしろ」と言って居間へと戻って行った。

「あちゃ～。一樹を怒らせちゃったようだな～」

「大丈夫ですよ。本当はおじいさんが帰ってきてくれて嬉しいんですよ」

「だといいがな」

　おじいさんは廊下の奥を見つめていた。






　そんなこんなで私たちは近所のお蕎麦屋さんにやってきた。

　おじいさんがにこにこしながら暖簾をくぐると店の奥から大将らしき人が現れた。

「お～！　吉沢のじいちゃんじゃないか！　いやいや何年ぶりだ？」

「かれこれ四年ぶりか～」

　再会を喜んでいる二人を見ていると大将と目があう。

「なんだ？　今度はこんな若くてべっぴんさん捕まえて～あんたもやるね～～」

　ニヤニヤする大将と同じくらいニヤニヤするおじいさん。

「だろ？　べっぴんさんだろ？　でも孫の彼女なんだ。今日はわしとのお蕎麦デートに付き合ってくれてるんだよ。とりあえず天ざる二つ頼む」

　席に案内され椅子に座ると、おかみさんらしき人がお茶を出してくれた。

「うん……日本茶はいいね」

　おじいさんは目を閉じながら久しぶりの日本茶を味わっていた。

「やっぱり向こうではエスプレッソですか？」

「そうだよ。あれはあれでうまいんだが、わしはやっぱり日本茶がいい」

　そう言って再びお茶をすすった。

「里奈ちゃん。今日はこんなおいぼれの相手をさせてしまって本当にすまなかったね」

「何言ってるんですか。私はおじいさんとお話ししたかったからデートしてるんですよ」

　おじいさんは嬉しそうに頷く。

「一樹の事だが……あれは昔から何というか我儘でわしからするとまだまだ子供だ。帰国したのもそばが目的ではなくあいつの様子を見に来たんだ」

　そんなことなんじゃないかと薄々感じていた。

　やっぱりおじいさんにとって一樹は宝物なんだ。

「でも安心した。里奈ちゃんみたいな素敵な女性が一樹のそばにいてくれて」

「そんなことありません。その逆です。一樹さんがそばにいてくれるから私はすごく幸せなんです」

　おじいさんは一樹の小さい頃の話をたくさんしてくれた。

　高校生まで剣道をやっていたとか、よく家の前で女の子が出待ちしていたとか、小六まで夜一人でトイレに行けなかったとか、本人が絶対に教えてくれそうもない一樹の過去の話ですごく盛り上がった。

「二～三日したらわしはまた戻らにゃならん」

　せっかく一樹に会いに来たのだからゆっくりしていけばいいのに……

　まさか……私がいるから気兼ねしている？

　だったらその間だけ、私は友人の家や実家に行くことだってできる。

「そんなに早く帰国しちゃうんですか？　私、しばらく実家に帰るんで一樹さんとゆっくりしてください」

　私が頭を下げるとおじいさんは慌てた様子で立ち上がった。

「いや、気持ちは嬉しいしゆっくりしたいのは山々なんだが仕事をほっぽり出してきてしまったからそう長くはいられんのだよ」

「……そうなんですか」

　仕事とはいえもう少し長くいてくれたら私も料理を振る舞ったり、行きたいところへ連れて行ってあげたりできるのに……。

「でも来た甲斐があった。こんないい娘が一樹の彼女になってくれて……これでわしも満足じゃ」

「おじいさん」

　すると天そばが運ばれてきた。

「さあ、ここの蕎麦は本当にうまいから早速食べよう。それに一樹が首を長くして待ってるからな」

「はい」

　案の定一樹は落ち着きなく玄関で私たちを出迎えてくれた。






　晩御飯は一樹も加わり三人で食べた。

　人数が多いと何だか賑やかでいつもより会話が弾む。

　ここでも主役はおじいさん。イタリアでの面白い話をたくさんしてくれた。

「いいな～私もイタリア行ってみたいな。おじいさんが修復した絵画も見てみたいし、本場のピザも食べてみたい」

　と私が言うと……。

「いいところだよ。今度はわしが案内するから里奈さん一人でおいで」

　と、一樹を煽るような言い方をする。

　そんなの冗談だってわかっていながらも一樹が反応する。

「ちょっと待てよじいちゃん。二人でおいでじゃねーのかよ」

「一樹は別に来んでもいい。わしは里奈さんがいいんだ」

　おじいさんはわざと意地悪なことを言って一樹の反応を楽しんでいる。

　一樹は怒ってるけど、私はこの二人の関係を羨ましく感じた。






　そして晩御飯の後はいつものように縁側に移動した。

　今日はおじいさんのリクエストで日本酒での晩酌となった。

　だが、やはり長旅の疲れのせいかおじいさんも眠くなってしまったようで三十分もしないうちに晩酌タイムは終わってしまった。

「私、御布団敷いてくるから一樹はおじいさんを頼むね」

　私は席を外した。

　本当は単におじいさんと一樹を二人きりにさせたかった。






　準備が整ったので声をかけようとすると二人の会話が聞こえた。

「もうちょっと滞在日数延ばせないの？」

「それは無理だ」

　おじいさんは首を横に振った。

「いい子じゃないか……里奈さん」

「ああ」

　一樹の反応に立ち聞きは良くないと思いながらもその場から離れることができなかった。

「あんなにお前の事を思ってくれる人がいるとは思わなかった。で、どうなんだ？　将来の事とか考えてるのか？」

　将来？　……この先のことを全く考えていないわけではない。

　少なくとも私は一樹とずっと一緒にいたい。それが結婚に結びつくというのなら私はそれでもいいと思っている。

　でも、実際にそういう話をしたことはないし、まだ付き合って半年も経っていない。

　一樹はどう思っているのか聞く機会も勇気も私にはなかった。

　だから一樹がどう答えるのかと思うと緊張が走る。

　それに二人が背中を向けているから一樹がどんな表情でそれを聞いているのかも気になった。

「もちろんちゃんと考えてるよ」

　一樹は間を置かず答えた。

　するとおじいさんが振り返る。

「……だそうだよ。里奈さん」

「あっ！」

　私がいることにおじいさんは気づいていたのだ。

　もしかしてわざと一樹に聞いたのかな？

　一樹も驚いたように振り返った。

　目があうとなんだか照れてしまい顔が熱くなる。

　そんな私を見ておじいさんがこっちにおいでと手招きをした。

「わしはこの先もイタリアで過ごすつもりだ。多くの画家達が残した素晴らしい作品を後世に残すため命のある限り修復の仕事を続けるつもりだ。だからこの家を一樹と里奈さんに託す。今までのような単なる留守を預けるではなくこの家を二人に譲る」

『え？』

　私と一樹は顔を見合わせ声を揃えて驚いた。

「じいちゃん……それ本気なの？」

「こんなこと冗談で言えるか」

「でもじいちゃんもうすぐ八十だよ。こんなこと言いたかないけど何が起こってもおかしくない年齢だよ。俺たちが住むところなんてどうにでもなる。なんなら一緒に住んだって構わないよ。だからこっちに……」

　一樹は不安を隠せなかった。

　だが、その逆でおじいさんは首を横に振った。

「一樹、わしをナメるなよ。こう見えてもイタリアじゃあ結構もてるんだぞ。わしの世話をしてくれるガールフレンドだってたくさんいる。それにわしは日本の生活よりも向こうの生活が性に合っている。心配せんでも大丈夫だ。それよりも一樹は自分の幸せを考えろ」

　おじいさんは一樹を安心させようとしている。

　だが一樹は違うようだ。

「は?!　ガールフレンド？」

　そこ？

「何を驚いているんだ。わしが若い時どれだけモテていたか……でもわしは婆さん一筋だったからな～。でもそんなばあさんが死んでからイタリアに渡って十五年。第二のモテ期が来たんだよ」

　やはり蛙の子は蛙……ではなく蛙の孫も蛙というのだろうか、おじいさんは絶対にモテる人だということは初対面でも感じたが、実際にいろいろと話を聞き納得してしまう。

「とにかくわしのことは心配せんでもいい。それより今度は二人でイタリアに遊びに来い。わしの言った事が間違ってないという事をお前たちに証明してやる」

　おじいさんの得意げな表情に一樹はもう何も言い返そうとはしなかった。






　＊






　おじいさんとの時間はあっという間だった。

「本当に帰っちゃうんですか？」

　三日と言わずもっと滞在してほしかったのが正直な気持ちだった。それはきっと一樹も同じだろう。

　おじいさんは宣言通り、この家を生前贈与するための手続きを弁護士に依頼したそうだ。

　今後は弁護士さんと一樹の方で手続きを進めることになった。

　おじいさんは残りの人生の全てを本気で日本ではなくイタリアで過ごすと決めたようだ。

「里奈ちゃん」

「はい」

「次に会うときはウェディングドレス姿だからね」

　おじいさんは一枚の名刺を私に差し出した。

「招待状の宛先は……ここ。でも新婚旅行も兼ねてイタリアで式を挙げるというのもいいね」

　あまりに具体的に話すおじいさんに私はどうやって返事をしたらいいのか戸惑う。

　すると一樹が私の肩に手を乗せた。

「じいちゃん。イタリアで式もいいけど、じいちゃんが死んだらイタリアで頼る人いなくなるだろ？　それじゃあ困るからそれまでは元気でいろよ！」

　一樹らしい不器用な優しさだがおじいさんにはそんな孫の優しさは十分伝わっていた。

　だって「うるさい！」と言いつつも目が潤んでいたからだ。

　私たちが空港まで送ると言ったがおじいさんはそれを丁寧に断り一人タクシーに乗り帰って行った。

　私はタクシーが見えなくなるまで手を振った。

「そんな悲しそうな顔すんなよ。今日からは俺との甘い生活再開だろ？」

　一樹に頭をくしゃくしゃとされて慌てて頭を押さえた。

「もう～やめてよ。っていうか早くしないと仕事遅れちゃうよ！」

　私たちは悲しむ間もなく会社へと向かった。

















第七章「あなたと共に」












　我が社では年に二回、大きな展示会がある。

　社長が海外で買い付けしたものはもちろん、オリジナルの商品を紹介し新規の顧客開拓及び取引先からの注文がここで一気に来るので大変忙しくなる。

　だが特に忙しくなるのは一樹や森下さんのいる営業だ。

　もちろん私もこの展示会では営業の応援に入る。

　そのため展示会前後はみんなで分担しながら仕事をこなしていた。

　そして展示会は予想以上に大きな成果を出した。

　展示会中はただでさえ忙しかったのに、それが終わってもその後の処理のために連日残業続きで家には寝に帰るだけの日が何日も続いた。

　一樹と一緒に帰れる日はほとんどなく、同じ屋根の下に住んでいながらすれ違いの生活。

　酷い時は晩御飯を作るのも面倒でコンビニで済ます有様。

　休日も通常土日だがこの時期だけは特別シフトでみんなの休みがバラバラなのだ。

　そんな生活が展示会後の最初の納品まで続く。

　たまに人肌恋しいのか一樹が寝込みを襲ってくることもあったが毎回のように途中でどちらかが睡魔に勝てず爆睡するのでイチャラブ生活はお預け状態だった。






　そんなある日のこと。

　この日、森下さんと一樹が新規の取引先の納品に向かい不在。

　他のスタッフもほとんど外回りで事務所にいるのは私の他に三人だけ。

　だがそのうち二人は昼から打ち合わせが入っていた。

　最終的に残ったのは営業の沢村さんと私の二人だけとなった。

　だが沢村さんも森下さんが外回りから帰ってきたら外出。

　常時いるのは私だけという状況。

　電話対応に加え通常業務で猫の手も借りたいほどの忙しさだ。

　そんな時だった。

「橘さ～ん」

　沢村さんに呼ばれた。

「忙しい時に申し訳ないんだけどお客様から客注がはいったの。ちょうど在庫があったもんだから連絡入れたら、できればすぐに欲しいって言うのよ。でも私、今からお客様が来るから手が離せなくて……橘さんもし手が空いているようなら届けてくれないかな」

　こんな時のために私はいるようなもの。

「わかりました。今から向かいます。で……どこのお店ですか？」

　沢村さんは私の机の上に食器のセットを置いた。

「これが商品ね。こっちが小鳥のモチーフで、こっちがてんとう虫のモチーフ。お客様はね～吉沢くんが担当しているwildberryさんだけど橘さん場所知ってる？」

　wildberryという名前を聞いて動きが止まった。






　もう過去の事だし私には一樹がいる。

　でも会わなくても済むのなら会いたくない。

「橘さん大丈夫？」

　よほど気分が悪そうな顔をしていたのだろう。

　沢村さんが心配そうに私を見る。

　まさか元彼がいるので行けませんとは言えない。

「大丈夫です。行ってきます」

　私は伝票を受け取ると準備を始めた。






　ただ、届けるだけだしあの人がいるとは限らない。

　自分に言い聞かせ、ホワイトボードの自分の欄に『wildberryさん納品』と書いて会社を出た。

　店に到着したのは会社を出て二十分後。

　駐車場には車が一台も止まっていないところをみるとお客さんはいないようだった。

　私は緊張をほぐそうと大きく深呼吸をした。そしてほっぺたを軽くパチパチと叩いて気合いを入れた。

　笑顔よ笑顔。がんばれ私。自分にエールを送るとドアに手をかけた。

「こんにちは～～ドブジェの橘です」

　作り笑顔全開で店のドアを開けるとそこには絶対会いたくなかった人。

　智洋がいた。

　多分向こうも驚いているのだろう。

　時が止まったように動けなくなる。

　ここは余計な会話は無用、用を済ませたらすぐ店を出よう。

　私は目線を合わせず事務的に話し始めた。

「先ほど御電話いただいた商品をお持ちしました」

「……あっ……ああ」

　露骨に動揺されても困る。

　私だって会いたくてきたんじゃない。

　納品さえ済ませたらすぐにでも帰社する。

　私は納品書を差し出しサインをお願いした。

　だがサインを書く気配がない。

　だったら奥さんにサインをもらうしかない。

「あの……サインがいただけないのなら奥様に……」

　すると店の奥から子供の泣く声が聞こえた。

「まだ子供が小さくてああやって泣くとしばらくは手が離せないんだ」

　でもそんな事、私には関係のないことだ。

　今みたいにちゃんと喋れるならサインぐらいできるでしょ？　と言いたい気持ちをグッと抑えた。

「すみません。ここにサインしていただけませんか？」

　だが智洋の態度は変わらず、何だかわざとそれを拒んでいるようだった。

　そんな智洋に対して怒りが込み上げてくる。

「何か私に言いたい事でもあるんですか？　ないようでしたらサインしていただけませんか？」

　感情を押し殺し、目線を合わせず納品書を見ながら言う。

　すると智洋が一歩近づいてきた。

「凄く……凄く後悔してる」

　全く仕事とは関係ない、完全にプライベートである私との過去の出来事に言及した智洋に、私は露骨に顔を歪めた。

「は？」

「あの時の俺はどうかしてたんだ……今になって凄く後悔してる」

　私は自分の耳を疑った。

　どの面下げてそんなことが言えるの？

「ふざけたこと言わないでくれる？」

　すると智洋がまた一歩前に出た。私は距離を取ろうと一歩下がる。

「ふざけてなんかいない！　……そんなんじゃないんだ」

　小さな声ながらも語気を荒げる智洋に私の肩がビクッと跳ね上がる。

　だけどちゃんと言わないと……。

「どんな理由だろうと私の中ではもう終わったこと。それよりも今の生活を大事にしてください。……とにかくサインください」

　智洋とこれ以上の会話をしたくなかった。

　サインをもらったら走って店を出よう。そう思い彼の言葉を無視するかのように、もう一度納品書を差し出したが智洋は納品書ではなく私をおもいきり引き寄せると、抱きしめた。

「や、やめてください！　離してください」

　一生懸命腕から逃れようとするがなかなか離してくれない。

　あんなに好きだった人だけど、今は触れられるのも嫌。

　こんなところを奥さんにでも見られたら仕事にも支障をきたしかねない。

「お願い。離してください」

　奥さんに聞こえないギリギリの声で叫ぶ。だけど離してくれる気配はない。

　それどころか智洋はさらに力を入れる。

「嫌だ！」

　こんな時に一樹がいてくれたら。

　お願い助けて。

　そう心の中で叫んだその時だった。

　私の肩が勢いよく引っ張られ後ろに倒れそうになった。

　だが倒れる事はなかった。

「俺の彼女に変な真似しないでくれますか？」

　その声はまぎれもなく一樹だった。

　でも何でいるの？

　驚いているのは智洋も一緒だった。

　一樹は、今まで見たことがないほどの怒りをその顔に滲ませていた。

「一……吉沢さん」

「大丈夫か？　里奈」

　私は大きく頷くと智洋を睨みつけた。

「私はあなたと別れてから恋愛をすることが怖かった。二度と誰かを好きになることもないと思っていた。だけど彼が私を変えてくれたの。彼がいたから私はまた誰かを好きになることができたの。だからもう私に構わないでください」

　智洋は下唇を噛みながら肩をガクッと落とした。

「里奈帰るよ」

　一樹は私の肩を抱き寄せた。

「え？　で、でもサインがまだ」

「そんなの俺がいくらでも書いてやる！　いくぞ」

　一樹は智洋を睨みつけると私の腕を掴んで店を出た。






　だが、店を出た途端、緊張の糸が切れたように力が抜けそうになる。

「里奈」

　一樹が私を支えるように掴んだ腕に力を込めた。

「ご、ごめんなさい」

「いいんだ。それより鍵は？」

　私はポケットの中から車のキーを取り出すと一樹に渡した。

　だがそこでふと思った。

　どうして私がここにいるとわかったのか？

　私はその疑問を一樹に投げかけた。

「早めに仕事が片付いたから俺がwildberryに納品しに行こうと思って沢村さんに電話したら里奈が行ったって聞いて、慌ててタクシー拾ってここまで来たんだ」

　すると一樹は私を力一杯抱きしめた。

「ごめん。もっと俺が注意していれば会うことはなかったのに……」

「謝らないで。一樹は何も悪くないよ」

　だが、一樹は首を横に振った。

　私は一樹の頭を優しく撫でた。

「確かに最初はどうしようかと不安だったよ。でもね……やっと面と向かってさよならできたの。でも一人じゃ無理だった。一樹がいたから言えたの」

　すると一樹が大きなため息を吐いた。

「は～あ。情けない」

「え？」

「もし里奈が彼と会って気持ちが揺らいだらどうしようかと気が気じゃなかった」

「な、何言ってるの。そんなわけないじゃない」

　だけど今の一樹の表情はいつもの自信たっぷりな彼とは程遠かった。

「わかっていても不安になるんだよ」

　その言葉にハッとした。

　好きな相手にどれだけ好きだと言われてもそれを測る術がないから不安になる。

　相手を思えば思うほどその気持ちは大きくなる。

　一樹も私と同じ気持ちでいたのかと思ったら胸が熱くなった。

　私には一樹だけだよ。この先もずっと……。






　車に乗り込む頃には二人とも落ち着きを取り戻していた。

　だが一樹が車のエンジンをかけると何か思い出したのか「あっ」と声をあげた。

「どうしたの？」

　声をかけると一樹がゆっくりと私を見た。

「いや……実は俺たちのことバレたかもしれない」

　ばつが悪そうに頭に手をやる一樹。

　どうやら話を聞くと、私が納品に行ったことを知った一樹が、沢村さんに『里奈が行ったんですか？』と名前を言ってしまったそうなのだ。

　勘がいい人ならあれ？　と思うだろう。

　一難去ってまた一難。

　会社に帰るのが怖いよ～。






　＊






「疲れた～」

「久しぶりに俺も疲れたよ」

　家に着くなり私たちは力が抜けたようにソファに座り大きなため息をついた。

　あのあと会社に戻ると、私たちが付き合っていることがスタッフ全員に知れ渡っていた。

　幸い同棲していることはバレていないが、寄ると触ると喧嘩していた私たちがどうして付き合うようになったのか、みんなすごく気になっていたようだ。

　ただ一人納得している人がいた。森下さんだ。

「やっぱりね～そうだと思ったのよね」

　私たちの関係が以前とは違うことをいち早く察知していたのだ。

「こんな形で報告することになってすみません」

　森下さんにはいつも心配をかけていた。本来ならば誰よりも先に報告するべきだったが、どうしても言えなかった。

「気にしないで。それに吉沢君が里奈ちゃんを好きだって言うことは随分前からわかってたから」

「ええ？　そうなんですか？」

　驚く私に森下さんは呆れた様子で苦笑いをした。

「里奈ちゃんって人を寄せ付けない空気をまとっていたからどうなるかな～って思ってたけど……吉沢君随分頑張ったのね。なんか想像つくわ」

　ここで嘘のお見合い話からの恋だったなんて話をしたらどんな顔をするだろう。

　ただ一応これからも迷惑をかけるかもしれないと思い、同棲していることを森下さんにだけこっそり報告した。

　これには森下さんもかなり驚き、一樹を呼びつけた。

「吉沢君、独占欲が激しくない？」

「すみません。片思い歴が結構長かったのでその反動が……」

　一樹も森下さんの攻撃にはたじたじの様子。

「でもそうよね～。だって私が知る限り、吉沢君って里奈ちゃんに一目惚れよね」

　これには私も一樹も声をあげ驚いた。

「えー？」

「いや、違いますよ」

　一樹が慌てて否定するも森下さんは即座に首を振った。

「多分、吉沢君本人は覚えてないと思うよ。でも私は聞き逃さなかった。『彼女可愛いですね。彼氏とかいるのかな？』って私に尋ねてきたんだもん。その時は例の彼と付き合っていたみたいだったから、いるってことを伝えたら随分残念がってたのよ」

　話を聞いていた一樹はそのことを思い出したのか顔を赤らめた。

「よかったじゃない。思いが通じ合って。結婚ってことになったらすぐに教えなさいよ」

　と一樹の背中を思い切り叩いた。

「痛って～」

　背中をさすりながらも一樹はなんだか嬉しそうだった。

　それからは他のスタッフからの質問攻撃が続いた。






　＊






　この日、久しぶりに早く帰宅できた私たちは居間のソファでテレビを観ながらくつろいでいた。

　でもこのままだと何もしたくなくなってしまいそうなので立ち上がろうとした。

「ねえ、ご飯何食べる？　確か冷蔵庫に……キャッ！」

　一樹がそれを拒むように私の手を掴み引き寄せた為バランスを崩した私は一樹の胸に倒れた。

「一樹どうしたの？」

　顔を見上げると一樹が愛おしそうな目で私を見つめる。

「いや～最近お互いにずーっと忙しくてこういう時間作ってなかったな～と思ってね」

　確かに展示会からずっと忙しくて恋人らしい時間はおあずけだった。

「な～……落ち着いたらさ～二人で旅行に行かないか？」

「うん行きたい。どこに行く？　温泉もいいし……二人でキャンプなんかも――」

「実はさ……行き先は決めているんだ」

「え？」

「イタリア」

　え？

「イタリアって一樹のおじいさんのいるところ？」

「ああ。里奈さえ良ければ……じいちゃんが元気なうちに俺たちの結婚式を見届けてもらいたいと思って」

　私は一樹を見つめたまま言葉を失った。

　だって……今のってプロポーズにしか聞こえなかったんだもん。

　まさかの不意打ちに、心臓がうるさいくらいドキドキしだす。

　だってこんな、こんな……。

「里奈？」

　こんなこと前置きして言うことじゃないのはわかるけど、でもあまりにも突然で……。

　すると一樹は話を続ける。

「突然でびっくりしたと思うけど、俺はずっと前から考えていた。それこそ里奈に婚約者役を頼んだ頃からね……時間はまだたくさんある。ゆっくり考えてから返事をして欲しい」

　それって付き合う前の、まだ私が一樹に対して全くいい印象がなかった頃じゃない。

　そんな時から考えてくれていたなんて……。

　だけど今の私には考える時間なんていらなかった。

　だって、この先の人生に一樹のいない人生は考えられないのだから。

「私にはもう一樹以外考えられない。だから私もおじいさんが元気なうちにウェディングドレス姿を見てもらいたいです」

「里奈」

　一樹が私を強く抱きしめた。

　そして互いに顔を寄せ合い誓いを立てるように口づけを交わした。

　唇が離れると、一樹は私の額に自分の額を当てた。

「俺、森下さんのいうように独占欲激しいし、嫉妬深いよ。それでもいいの？」

「私だって一樹より独占欲激しいよ。ずっとくっついていたいもん」

　すると額が離れる。

「俺だってずっとずっと離れたくない。このままでもいいけどもっともっと里奈を独り占めしたい」

　その言葉の意味はすぐにわかった。

　そして私も同じだった。

　一樹に触れたい。触れて欲しい。

　私を一樹でいっぱいにして欲しい。

「私も一樹を独り占めしたい」






　私は一樹に手を引かれ寝室へと向かった。

　一樹と恋人同士になってから私たちは同じ部屋で寝ている。

　寝室に入ると一樹が部屋の照明をつけた。

　普段、寝るだけのこの寝室で照明をつけることはあっても間接照明のみ。

　だから、今日はやけに明るく感じる。

「どうしたの？」

　不思議に思い尋ねると、一樹は目を細めニヤリと笑った。

「ん？　いいからこっちに来て」

　一樹に手招きされて私がベッドに腰を下ろすと一樹は床に膝をついた。

　そして私の頬に手を添えるとキスをした。

　ゆっくりと彼の舌が私の中に入って、互いの舌を絡ませる。

　悔しいけれど彼にキスされると抵抗できなくなってしまう。

　一樹の舌先が歯列をなぞり、搦めとる。

「ん……ん……」

　呼吸が荒くなり、一度唇が離れるがまたすぐに唇を寄せる。

　一樹の舌先が悪戯するように私の舌先を弄ぶ。

　甘く激しいキスに、私の口は締まりがなく半開きになる。

「そんなエロい目で俺を見るなんて俺を煽ってるの？」

「煽ってるって……そうさせたのは一樹じゃない。それにこんなに明るいところでなんて……」

　キスは好き。

　だけど、明るい部屋は、やっぱり慣れない。

　すると一樹が私のシャツのボタンを外し出す。

「ちょ、ちょっと」

　一樹は私のシャツを脱がした。

　いつもより五割増しの恥ずかしさに思わず両手で下着を隠す。

　だけどそれを許さんとばかりに一樹が胸を隠している腕を引き剥がした。

「一樹？」

「あのさ……」

「な、何？」

「今日の下着、すごくエロ可愛いな」

　まじまじと私の下着を見て一樹が呟いた。

　今日身につけている下着は黒地の生地にラメ系のアップリケの刺繍が散りばめられたもの。

　別にエロい下着をつけているつもりはない。

　好きな人に少しでも綺麗に見られたいという思いからくるセレクトだった。

　ただ自分の身に着けているものが似合っているかどうかは自信がなかった。

　どちらかというと気持ちの方を優先していた。

　すると一樹が嬉しそうに微笑んだ。

「めちゃくちゃ似合ってる。綺麗だ」

　一樹は私の胸にチュッとリップ音を立てキスをした。

　ドキドキして視線をどこに向けたらいいのかと戸惑っていると胸のあたりが軽くなった。

「キャッ！」

　胸にキスをしていた時に同時に手を後ろに回しちゃっかりホックを外していたのだ。

　慌てて両腕で隠すと一樹はニヤリと笑う。

「本当はもっと下着姿を眺めていたいところだけど……もう抑えられなくなった」

　一樹の嬉しそうな顔に胸が高鳴った。

　すると一樹の両手が私の両方の胸を手で覆いゆっくりと揉み始めた。

　私は両腕を後ろに置き身体を支える。

　身体を反らせた状態で視線を下に向けると、一樹は私の両方の胸の頂を指でつまんだ。

「あんっ！」

　ちょっと触られただけなのに、自分じゃない声が出てしまった。

　すると一樹はニヤリと笑った。

「胸を突き出して。エロいな。そんなに触ってほしいならもっと触ってあげる」

　一樹は指をぐにぐにと左右に動かす。

　触られる場所を快感が襲い、身体が勝手に動いてしまう。

「気持ちいい？」

　わかってるのに言わせようとしてくる。

　だけど、一樹が私にだけ見せるとろけるような甘い瞳を見つめていると、羞恥心なんて消えてしまう。

「うん……気持ち……いい」

　自分がこんなことを口に出したことに驚いてしまう。

　だけど一樹は嬉しそうだ。

「じゃあこれは？」

　一樹の舌先が私の固く敏感になった頂を上下左右に舐めたり、口に含んでなぶる。

　気持ちが良すぎて身体をくねらしてしまう。

「あっ！　……ん……あっ！」

　一樹は両手で胸を押し寄せ左右の胸の先端を交互に舌先で舐めたり口に咥えわざと音を立てる。

　恥ずかしいはずなのに、快感の方が勝っていて嫌とは言えない。

　一樹は唇を離すとニヤリと笑って言った。

「そろそろ下の方が大変なことになってるんじゃない？」

　私は咄嗟に足を閉じ内股に力をいれる。

　すでにショーツは自分でもわかるぐらい湿り気を帯びていたからだ。

　だが、一樹は恥ずかしがる私を意地悪で色っぽい艶のある瞳で見つめた。

「抵抗したって無駄だから」

　一樹は立ち上がると、私をベッドに寝かせる。

　そして私のジーンズに手をかけ、ボタンを外しチャックを下ろすとショーツごと脱がせた。

　一糸纏わぬ姿は何度も見られているが、照明のついた部屋で見せるのは初めてだった。

　恥ずかしくて咄嗟に脚を閉じ、隠すように身体を横に向ける。

　だが一樹はそれを許さんとばかりに私のひざに手を置き、引き剥がすように脚を開かせた。

「いやっ」

　説得力のない抵抗に一樹はほくそ笑む。

「これのどこが嫌なんだろうね」

　一樹の指が私の蜜口に割って入ってきた。

　ただなぞっただけなのにくちゅっという音が聞こえてくる。

「もうこんなにぐちょぐちょになってるよ」

　一樹は蜜が絡みついた指をわざと私に見せつけた。

「見て、ちょっと触っただけでこんなに糸を引いている」

　私は恥ずかしさのあまり顔を背ける。

　だが、それが返って逆効果だということを私は忘れていた。

　既に蜜が溢れ出す秘部に顔を埋め、舌先で蜜を舐めとる。

「ひゃあん……あっ……恥ずかしい～っ」

　彼の舌が割れ目をなぞるように舐める。

「恥ずかしいんじゃなくて……気持ちいいんだろ？　こんなに溢れさせて」

　押し寄せる快感と共に溢れ出る蜜をじゅるじゅると音を立てながら吸い上げる。

「んっく……んっ！　……んっああっ」

　あまりの気持ち良さに大きな声が出そうになり口を両手で押さえるも、その反動で腰が浮いてしまう。

「声抑えないでいいよ」

　一樹は顔を上げ、口を半開きにさせ周りについた蜜を手の甲で拭う。

　そしてぐっしょりとした蜜口に指を入れ蜜を掻き出すように指を動かす。

　くちゅくちゅと卑猥な音と共に私の腰が勝手に動く。

「ああっ……あんっ……ああんっ」

「里奈……腰が動いていやらしいよ」

「だって……だって……」

「だって何？」

　煽るように囁かれ、押し殺していた本音が漏れる。

「気持ち……いいのっ！　……ああっん」

　するとにゅるっと指が抜けた。

　え？　なんで？　抜かないでって目で一樹を見てしまう。

　一樹はべったりと指に絡みついた蜜を舌先でいやらしく舐めると指を一本増やした。

「これでイって」

　そういうと三本の指を差し込んだ。

「ああっ！」

　入った途端快感が押し寄せる。

　ゆっくりと指でピストン運動を続けるが徐々にその動きが加速する。

　私を見下ろす一樹の満足げな顔が愛おしくあり憎らしくもある。

　そしてもう片方の手で私の胸を揉みしだく。

　両方の手の動きが私の頭を真っ白にさせる。

　腰が勝手に円を描くようにクネクネと動くと三本の指の動きは激しさを増し、押し寄せる快感の波につま先に力が入る。

「ああっ……ああっ……ああっ」

　嬌声が小刻みになり身体中から熱いものが押し寄せてきた。

「もう……もうだめっ！　イ……イッちゃうっ！」

「いいよ。イって」

　一樹の声も荒くなる。

　私はシーツを力いっぱい握りしめ、唇に力を入れる。

　足は攣つってしまいそうなほど力が入り、想像を絶するほどの快感と共に身体を大きく反らせた。

「んあっ！」

　反り返った体がベッドに押し戻され全身の力が抜けた。

　荒くなった呼吸を整えることに精一杯で、部屋の明るさのことなどとうに忘れていた。

　するとカチャカチャと一樹のベルトの音が聞こえてきた。

　ぐったりしながら一樹を見ると、裸になった一樹が近づいてきた。

　そしてチュッと軽いキスをすると乱れた髪の毛を優しく撫でた。

「里奈……かわいいよ」

「一樹」

「今度は俺を気持ちよくさせてくれる？」

　私は黙って頷いた。

　すると一樹は私の脚を掴みベッドから引きずり下ろすように引っ張った。

「え？」

　な、何するの？　びっくりする私に一樹はニヤリと笑った。

「ここに手をついて」

　耳元で囁く一樹の甘ったるい声に私は黙って従う。

「こう？」

　両腕をベッドにのせる。

「そう」

　一樹の甘ったるい声だけで下半身が疼く。

　すると私のお尻の辺りに手を添え、疼いた場所に一樹の熱く硬くなった肉棒がゆっくりと入ってくるのがわかった。

「あっ……ああっ！」

　指とは比べ物にならないほどの快感に身震いした。

「動くよ」
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　私の返事を聞く間もなく後ろから一樹が突いてくる。

　ゆっくりと規則的な動きとともに一樹の息遣いが背中から聞こえてくる。

　激しい快感に私の両肘に力が入り、お尻を突き出してしまう。

「そんなに欲しいの？」

「そんなんじゃなくて……」

　気持ちが良すぎて体が反ってしまう。だけど言葉に出すのが恥ずかしい。

「じゃあもっと気持ちよくしてあげる」

　背後から突かれ一樹の屹立が子宮の奥まで届きそうな感覚に襲われる。

　しかもピストン運動はより激しくなる。

「あっ……いいっ…ああっ」

　私の嬌声と、ギシギシとベットのきしむ音が部屋に響く。

　どうしよう。おかしくなりそうなぐらい気持ちがいい。

「お願い……もう……だめ」

「何がダメなの？　こんなにぎゅうぎゅうに締め付けて自分ですごく欲しがっているようにしか見えないよ？」

「だって…だって……おかしくなりそうなんだもん」

「里奈はバックが好きなんだよ。だって……締まり具合が半端ないよ。じゃあもっとおかしくさせてあげる」

　耳元でそう囁かれたと思うと一樹が私の乳首をキュッとつまんでこねくり回す。

　ただでさえ気持ち良すぎるのに、こんな……こんなのずるい。

「やっ……あっん…あんっ…もうだめ～」

　叫びに近い嬌声は逆に一樹を興奮させてしまった。

　速度を落とす代わりに抽挿が巧妙になる。

　ゆっくり抜かれたかと思うと勢いをつけながら突かれる。

　突かれるたびに嬌声が強くなり、恥ずかしさのあまり口を押さえる。

　だけど気持ちが良すぎて足がガクガクしだし力がはいらない。

　それなのにやめてほしくないと思う自分のいやらしさが恥ずかしい。

　そして、何度か抽挿が繰り返されると一樹の息が一段と荒くなり胸を強く揉まれた。

「んあっ。んくっ……んっ……一樹」

　もう私の身体は限界に近かった。

「里奈……里奈……」

「一樹……っああっ！」

「愛してる。愛してるよ里奈……イくよ。いい？」

「うん」

　一樹の甘ったるい愛の囁きとともに私たちは絶頂へと達した。






　＊






　絶対恋なんかしないって思っていた。

　一生乙女ゲームで疑似恋愛を楽しみ、おひとり様生活をおくるだろうと思っていた。

　ゲームの中では誰かを傷つけることもなかったし、甘いセリフが私の何よりの癒しだった。

　だけどもう乙女ゲームを起動させることはないだろう。

　だってゲームの中の『彼』よりも素敵な人に出会ったのだから。

　でもその相手が絶対好きになることはないと思っていた一樹だったなんて。

　あの頃の私は全く想像もしていなかった。

　そして今日、私は大好きな人と永遠の愛を今日イタリアの教会で誓う。

　まさかこんな未来が待っていたとは誰が想像できただろう。

　想いが通じ合ってから一年。

　叔父である社長からの提案により、今後商品買い付け等は社員が行うことになったため、社員たちは順次チェコへ向かうことになった。

　そして今回私と一樹が選ばれたのだ。

　もちろん叔父である社長も同行するのだが、その前に有給をもらい、チェコに行く前にイタリアに住んでいる一樹のおじいさんに会いに行くことになった。

　イタリア行きは二人の夢でもあった。

　でも今回は仕事も兼ねているためゆっくりとはできず、元気な顔を見るだけのつもりだった。

　だが、おじいさんが急にとんでもないことを言い出したのだ。

「いつあの世に行くかわからないから元気なうちに二人の結婚式が見たい」

　もちろん、そんな急な話に頷くことなどできない。

　一樹からそのことを説明したのだが聞く耳持たずといった様子。

　しかも、どういうわけかおじいさんのお友達（もちろんイタリア人）が異常に盛り上がってしまい、私たちの意見など御構い無しに話がトントン拍子で進んでしまったのだ。

　大体イタリア語もわからないのに大丈夫なのだろうか？

　そんな私たちの不安をよそにあれよあれよと結婚式の準備は進められ、私達はこの異国の地イタリアで結婚式を挙げる事になった。






　流石に黙って結婚するのはまずいと日本にいる両親や叔父たちに連絡を入れると予想通りの否定的な反応が返ってきた。

　だが、おじいさんの熱意に負けたのと、日本で改めて式をやるという条件でイタリアでの式を許してくれた。

　叔父はその話を聞き急遽イタリアへやってきたのだ。

　結婚式のドレスもブーケもタキシードも全ておじいさんのお友達が用意してくれたのだから驚きだ。

　日本では一年前から準備をするというのにこの考えられないスピードに私も一樹も圧倒されっぱなしだった。






　そしてイタリアについて三日目。

「里奈ごめんな。じいちゃんの暴走に付き合わせてしまって」

「ううん。おじいさんには感謝しかないよ。それに、おじいさんの夢を叶えることができて私も幸せよ」

　一樹はクスッと笑うと腰に手を当て私の姿をまじまじと見た。

「何だか映画で見るようなドレスだな」

「こんなの日本じゃなさそうよね。どう？　この花の冠。クラシカルで素敵よね～」

　アンティークのウェディングドレスはおじいさんの彼女の娘さんが着ていたものを借りた。

　頭にのせた花の冠とブーケはおじいさんの住んでいるアパートの近くの花屋さんからのプレゼント。

　髪の毛は敢えてアップにしないで内巻きで動きをつけた。

　これもセットしてくれたのはおじいさんのお友達の美容師さん。

　とにかくこの結婚式に関わる人たちは全員おじいさんの友達だ。

　これもおじいさんの人柄の表れだ。

　慕われているからこそ、こんな素敵な結婚式ができるのだと思うと、おじいさんがイタリアから離れたくない理由にも頷ける。






「綺麗だよ」

　うれしいけど真顔で言われるとやっぱり恥ずかしくって照れてしまう。

　するとおじいさんが嬉しそうに近づいてきた。

「里奈ちゃん！　なんて綺麗な花嫁なんだ。やっぱり一樹にはもったいなさすぎる。今なら間に合う。一樹じゃなくてわしの嫁さんにならんか？」

　私の緊張を和らげようとしてくれているのがわかる。

「じいちゃん勘弁してくれよ。里奈は俺のもんなの。じいちゃんにはあそこに彼女がいるだろ？　鼻の高いくっきり二重の彼女がさ！」

　一樹はおじいさんの言葉をすぐ本気に捉える。

　でも私はこの二人の掛け合いが堪らなく好きだ。

「本当に一樹でいいのかい？」

「はい。彼しか考えられません」

　おじいさんはガクッと肩を落としながらも目は優しかった。

「一樹のこと頼む」と言いながら私と握手をするおじいさんの目にはうっすらと涙が光っていた。






　教会は決して大きくないのだけど天井には素晴らしいマリア様と天使の絵が描かれていた。

　ここはおじいさんが初めてイタリアで修復の仕事をした場所らしい。

　私たちはおじいさんの思い入れのあるこの教会でこれから式を挙げる。






「ねえ一樹」

「なに？」

「私、あなたを好きになって本当に幸せよ」

　照れくさいからブーケで顔を隠す。

「何をいきなりー」

　一樹も照れくさそうに頭を掻くと私を見つめた。

「俺もすごく幸せだよ」

「最初は大嫌いだったんだけどね」

「俺嫌われてたもんな～」

　思い出すように頷く。だけどその目はとても優しかった。

「でも大好きになってた」

「ああ」






　すると叔父がそろそろ時間だと私達を呼びに来た。

「里奈行こうか」

「うん」

　私が立ち上がると一樹が私の手を取った。

　そしてとびっきりの笑顔で私を抱きしめ耳元で囁いた。






「愛してるよ」







ｔｈｅ　ｅｎｄ
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